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市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
昭
和

五
十
七
年
四
月
に
保
育
所
に
入
所
を

希
望
す
る
児
童
の
受
付
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

受
付
期
問
　
十
二
月
一
日
（
火
）
～

十
二
月
十
九
日
（
土
）
ま
で

入
所
資
格
　
市
に
住
民
登
録
し
て
あ

り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
（
原
則
と

し
て
ゼ
ロ
歳
児
は
除
き
ま
す
）

擾
出
書
類
　
①
保
育
所
入
所
申
請
書

（
市
社
会
福
祉
事
務
所
と
各
保
育
所

に
あ
り
ま
す
）
　
②
就
業
（
継
続
・

予
定
）
証
明
書
（
所
定
の
用
紙
が
あ

り
ま
す
）
　
③
就
学
証
明
書
（
父
母

な
ど
が
就
学
し
て
い
る
人
〉
　
④
診

断
書
（
父
母
、
祖
父
母
な
ど
が
病
気

の
場
合
は
医
師
の
診
断
書
、
六
十
五

歳
以
上
の
人
は
除
き
ま
す
）
　
⑤
調

査
票
（
所
定
の
用
紙
が
あ
り
ま
す
）

そ
の
他
入
所
選
考
に
あ
た
り
、
幼

稚
園
や
へ
き
地
保
育
所
に
入
所
が
決

定
し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
選
考

の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
せ
　
申
込
み
と
お

問
い
合
せ
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

福
祉
係
（
雪
七
ー
三
二
一
番
内
線

二
一
五
）
へ
。

施　設　名 所在地 公私立 定員

十日町保育所 学校町1 公立 go

鐙島保育所 南　鐙　坂 〃 70

高山保育所 綿　町　　2 〃 90

川治保育所 川治上町 〃 120

下条保育所 下条本町 〃 70

十日町西保育所 下川原町 〃 120

北原保育所 北　　　　原 〃 60

水沢保育所 土市第2 〃 130

十日町幼児園 本町西1丁目 私立 90

北越保育園 本町6～1 〃 90

四日町保育園 四　日　町2 〃 120

山本愛泉保育園 山　本　　2 〃 90

森の保育園 大黒沢東 〃 90

いずみ保育園 昭和町3 〃 90

難
騰
懇
麗
灘
瞬

6
日

…
1
3
日

20
日

…
2
7
日

…
2
9
日

㎜
3
0
日

㎝
3
1
日

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
8
2
の
2
9
5
7
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
魯
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
8
5
の
2
0
0
3
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

8
0
2
5
7
6
i
8
の
2
0
3
4
番

中
条
病
院
（
北
原
）

　
8
7
の
3
0
1
8
番

水
沢
診
療
所
（
土
市
第
…

　
8
8
の
2
0
3
9
番

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

　
8
2
の
3
2
7
6
番

池
田
医
院
（
本
町
璽
）

　
8
2
の
2
5
8
1
番

献血車日程

12月10日休）

滝文工業㈱
日
場
期
会

　　　期日　12月11日囲

　　　会場　エドヤ㈱

時問はいずれも午前10時～午後3時まで

明日といわずいま献血しましょう・

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
三
十
日
㈲
、
正
午
～
午

後
四
時
ま
で
　
太
田
島
第
一
の
一
部

中
在
家
、
水
沢
市
之
沢
、
大
石
、
南

雲
　
▼
十
二
月
七
日
㈲
　
正
午
か
ら

午
後
四
時
ま
で
　
高
島
第
一
の
一
部
、

高
島
第
二
　
▼
十
二
月
八
日
㈹
　
午

前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
土
市
第

一
の
｝
部
、
天
池
、
細
尾
、
池
之
尻

漆
島
　
▼
十
二
月
十
日
㈱
、
午
前
九

時
～
午
後
二
時
ま
で
　
城
之
古
第
二
、

城
之
古
東
町
、
塚
原
町
、
北
新
田
第

一
・
第
二
、
高
山
第
二
の
各
一
部

▼
十
二
月
十
一
日
樹
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
宇
田
ケ
沢
、
中
条

菅
沼
、
山
新
田
、
小
貫
、
東
枯
木
又
、

西
枯
木
又

し
尿
浄
化
槽
設
置
者

　
研
修
会
を
開
催

三
士
一
面
人
権
週
間

　
人
権
の
共
存
～
　
互
い
に

相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊
か

な
人
間
関
係
を
作
ろ
う
～

十
二
月
四
日
～
十
日

十
日
町
市
の
人
権
擁
護
委
員

　
武
田
文
雄
　
土
市
第
一

小
林
賢
秀
　
川
原
町

竹
内
　
茂
　
川
治
内
後

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
今
年
八
月

に
診
療
を
受
け
ら
れ
た
分
に
つ
い
て

医
療
費
の
額
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
医
療
費
の
七
割
は
国
民
健
康

保
険
で
支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

残
り
の
三
割
が
、
自
己
負
担
分
と
し

て
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
患
者
さ
ん

が
支
払
っ
た
額
で
す
。
な
お
、
医
療

費
の
額
の
お
知
ら
せ
は
、
十
一
月
末

頃
、
各
家
庭
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
へ

　
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
、
就
職
先
の
事

業
場
で
、
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
に
は
、
国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失

…
国
民
健
康
保
険
…

の
届
を
市
民
生
活
課
に
速
や
か
に
届

出
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
も
し
、
受

診
中
の
場
合
に
は
、
医
療
機
関
の
窓

ロ
ヘ
も
新
し
い
保
険
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
病
院
に
保
険
の
変
っ
た

こ
と
を
知
ら
せ
な
い
と
、
今
ま
で
通

り
、
国
民
健
康
保
険
に
、
医
療
費
の

請
求
が
来
て
し
ま
い
ま
す
。

　
未
届
の
方
は
、
す
ぐ
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
先

か
ら
帰
ら
れ
た
時
に
も
、
す
ぐ
国
民

健
康
保
険
に
加
入
の
手
続
き
を
す
る

と
と
も
に
、
受
診
中
の
方
は
、
医
療

機
関
の
窓
口
へ
も
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
中
に

し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
た
方
と
、
昨

年
研
修
を
受
け
な
か
っ
た
方
を
対
象

に
、
左
記
の
内
容
で
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。
対
象
者
は
、
案
内
ハ
ガ
キ

（
後
日
送
付
し
ま
す
）
と
五
十
六
年

度
第
二
回
放
流
水
検
査
結
果
通
知
ハ

ガ
キ
を
持
参
の
う
え
、
必
ず
研
修
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

期
日
　
十
二
月
八
日
㈹

会
場
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
三
階

受
付
　
午
後
一
時
半
（
研
修
会
は
二

時
～
三
時
半
〉

研
修
内
容
　
①
し
尿
浄
化
槽
に
係
る

法
的
規
制
に
つ
い
て
　
②
し
尿
浄
化

槽
の
正
し
い
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
詳
細
は
、
市
民
生
活
課
環
境
係
（
8

七
－
三
二
一
番
内
線
二
二
六
）
へ
。

バ
イ
ク
・
耕
う
ん
機
等
の

廃
車
手
続
き
は
お
早
め
に

　
現
在
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

所
有
し
て
い
な
い
原
付
バ
イ
ク
（
百

二
十
五
C
C
以
下
）
や
農
耕
作
業
用

自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き
を
お
忘

れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
中

に
手
続
き
を
し
な
い
と
来
年
度
も
課

税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
降
雪
前
の

今
の
時
期
に
ナ
ン
バ
ー
を
返
納
し
、

届
出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
体
が
紛
失
、
廃
き
、
盗

難
な
ど
の
理
由
で
ナ
ン
バ
ー
が
な
く

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
税
務
課
へ
捨

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
検
診

12

月
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

53
年
6
月

生
れ
の
児

城全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

12

月
11
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

弱
年
6
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
級

12

月
16
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

弱
年
8
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

12
月
2
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
3
時

駈
年
2
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
霞
灘
灘
磐
譲
朗
難
溜
許
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

－
○

　
　
諮

　
　
蛎

’叛1零澹・

農
地
の
貸
し
借
り
は
安
心
で
き
る

口
用
塘
和
用
増
道
事
彙

　
現
在
、
農
業
以
外
の
仕
事
に
専
念

し
、
農
地
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
委

託
に
だ
し
て
い
る
人
や
、
後
継
者
不

足
等
で
農
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
適
当
な
借
り
手
が
い
れ
ば
、
農

地
を
貸
し
た
い
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、

逆
に
農
業
の
経
営
規
模
拡
大
を
考
え

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農

地
の
貸
し
借
り
を
円
滑
に
促
進
し
よ

う
と
す
る
の
が
、
農
用
地
利
用
増
進

事
業
で
す
。

　
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
こ
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
用
地
利
用
増
進
事
業
の

　
　
目
的
は

　
従
来
の
農
地
法
に
よ
る
許
認
可
に

変
え
て
、
農
地
の
流
動
化
を
促
進
し
、

経
営
規
模
の
拡
大
と
有
効
利
用
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

事
業
の
特
徴
は

　
一
、
農
地
の
貸
し
借
り
は
、
そ
の

期
間
が
満
了
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

動
的
に
終
了
す
る
た
め
、
貸
し
た
ら

か
え
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
不
安

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
離
作
料

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
二
、
売
買
、
貸
し
借
り
に
つ
い
て

農
地
法
の
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
三
、
小
作
地
の
所
有
制
限
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
四
、
売
買
に
つ
い
て
嘱
託
登
記
（
申

請
者
に
変
わ
っ
て
市
が
登
記
す
る
）

の
道
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

登
録
免
許
税
、
，
不
動
産
取
得
税
、
譲

渡
所
得
税
に
つ
い
て
優
遇
措
置
が
あ

り
ま
す
。

　　年末年始の市役所業務
　市役1所では、12月29日〈火）1からユ月3嬢

（ωまで平常業務を‘糠せていた嘩藩噸

　想だし、窃疑生活課．税務課専会齢謙纏懸

麟、29鰍舶中、30鰍轍蝶務罐
ゆでいまず。．

　出張斯の業務絃休みでナ。新年は、蒙月護

繋｛潟〉ぷ仕峯婚めになり裏1ナ。

　　年宋隼始の1ごみ叡集

　衛生施設繊愈では、f鶏翔3蜘（本）承ら1

潟3β｛田まで、ごみ毅集、を儒糞せでいただきま

オ。なお、麟場入のごみめ持ち込みは｛珍

月29日、3（》βはユ癖中、31日は驚午蔚中まで

受付けていまナ・

　埋立て塊は30貸象噂でサ”。

　お間い合わせ纏、衛生濾設繊含（盤2－3剛

嚢）へ。

冒

農
地
流
動
化
奨
励
金
を
支
給

　
農
地
を
三
年
以
上
貸
し
た
場
合
は
、

貸
し
た
人
に
、
農
地
流
動
化
奨
励
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
市
街
地
周
辺
の

用
途
区
域
は
除
外
）

●
三
年
～
六
年
未
満

　
　
　
　
十
ア
ー
ル
当
た
り
一
万
円

●
六
年
以
上

　
　
　
　
十
ア
ー
ル
当
た
り
二
万
円

対
象
農
地

市
内
全
域
の
農
地

賃
借
料

　
農
業
委
員
会
が
定
め
た
標
準
小
作

料
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
各

地
区
に
、
農
業
委
員
な
ど
四
十
四
名

の
農
地
流
動
化
推
進
員
が
お
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、
農
地
の
貸
し
借
り
や

売
買
は
推
進
員
か
農
業
委
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
や
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
農
業
委
員
会
事
務
局
（
8
七
－

一
一
二
二
番
内
線
二
六
一
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
調
整

　
　
　
　
に
つ
い
て

市
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
一
月

一
日
現
在
で
、
農
業
委
員
会
選
挙
人

名
簿
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
人

は
、
十
日
町
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
、

満
二
十
歳
（
昭
和
三
十
七
年
四
月
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
に
な
り
、

次
の
条
件
を
備
え
た
人
で
す
。

日
、
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
（
田
、

畑
）
の
耕
作
者
（
経
営
者
）

口
、
H
、
の
該
当
者
の
同
居
の
親
族

か
そ
の
配
偶
者
で
、
年
問
お
お
む
ね

六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人
．

　
五
十
七
年
の
選
挙
人
名
簿
の
登
載

申
請
書
を
各
地
区
の
農
事
連
絡
員
さ

ん
が
と
り
ま
と
め
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
火
災
発
生
多
発

　
　
　
　
　
　
細
心
の
注
意
を

　
今
年
一
月
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で

の
当
市
の
火
災
発
生
件
数
は
、
建
物

火
災
九
、
林
野
火
災
三
、
そ
の
他
の

火
災
四
、
で
合
計
十
六
件
に
な
り
ま

し
た
。

　
毎
年
、
年
末
年
始
は
火
を
多
く
使

う
う
え
に
、
気
ぜ
わ
し
い
た
め
火
災

が
多
く
発
生
し
ま
す
。
最
近
の
建
物

火
災
で
、
全
国
的
に
多
い
の
が
一
般

住
宅
の
居
間
か
ら
の
出
火
で
す
。

　
そ
れ
は
、
最
近
居
間
で
使
わ
れ
る

火
気
や
燃
え
や
す
い
も
の
が
多
く
な

っ
て
い
る
た
め
で
、
悲
惨
な
火
災
に

あ
わ
な
い
た
め
に
、
特
に
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消防出初式輝麟57鎮

＊

　
◎
火
気
の
ま
わ
り
は
整
理
整
と
ん

　
◎
“
大
丈
夫
だ
ろ
う
”
と
い
う
安

易
な
心
が
火
災
や
事
故
に
つ
な
が
る

　
◎
ス
ト
ー
ブ
等
の
給
油
、
移
動
は

消
火
を
確
め
て
か
ら
行
い
、
特
に
真

上
に
洗
濯
物
は
干
さ
な
い
。

　
◎
石
油
風
呂
釜
は
時
々
点
検
し
掃

除
。　
◎
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
に
十
分
注

意　
◎
天
ぷ
ら
鍋
の
使
用
中
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

　
◎
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
配
管
な
ど
に
雪

囲
い
を
す
る
。

　
◎
避
難
口
は
二
方
向
を
確
保
す
る
．

　所

麟路上
旗一ル》

、
・
名
、

本
傭

薄
前
蓋
午

雛・葡
礫8舜鋤

、
，
掃
前

、
載
隼

＊
籍
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い
よ
い
よ
本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
．
一
月
か
ら
三

月
ま
で
の
北
陸
地
方
の
三
ヵ
月
予
報
に
よ
る
と
、
一
月
は
前
半
ま
で
寒
い

日
が
多
く
、
一
時
大
雪
の
降
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
一
月
後
半
か
ら

二
月
に
か
け
て
は
寒
さ
も
ゆ
る
み
、
冬
の
時
期
と
し
て
は
し
の
ぎ
や
す
く
、

三
月
は
寒
の
も
ど
り
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
雪
に
な
る
と
市
民
生
活
に
い
ろ
い
ろ
な
障
害
が
起
き
ま
す
。
戦
後
最

高
と
言
わ
れ
た
五
六
豪
雪
は
大
き
は
ツ
メ
跡
を
残
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
五

六
豪
雪
の
生
々
t
い
体
験
の
中
か
ら
「
克
雪
都
市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公

表
」
　
（
克
雪
都
市
宣
言
）
を
し
、
　
「
雪
処
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

て
、
市
と
市
民
が
協
力
し
て
雪
に
た
ち
向
う
体
制
を
と
と
の
え
、
克
雪
の

誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
．

　
豪
雪
時
に
も
雪
の
な
い
時
と
同
じ
生
活
環
境
を
維
持
す
る
に
は
な
ん
と

い
っ
て
も
道
路
の
確
保
が
第
一
で
す
。
十
日
町
土
木
事
務
所
、
市
な
ど
は

生
命
の
道
を
守
る
た
め
に
精
力
的
に
除
雪
作
業
に
つ
と
め
ま
す
が
、
円
滑

な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
人
一
人

の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
、
除
雪
作
業
の
障
害
に
な
る
路
上
駐

車
と
除
雪
直
後
の
雪
お
ろ
し
に
は
お
互
い
に
十
分
気
を
つ
け
た
い
も
の
で

す
。

　
市
で
は
、
二
十
二
日
か
ら
市
役
所

内
に
雪
害
対
策
室
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

て
い
ま
す
。
雪
害
対
策
室
は
、
昨
年

か
ら
、
降
雪
期
だ
け
で
な
く
、
年
間

を
通
じ
て
設
置
し
、
各
課
の
担
当
が

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
雪
対
策
と
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
本
格
的
な
降
雪

期
を
迎
え
て
、
陣
容
を
整
え
、
道
路

交
通
の
確
保
、
な
だ
れ
事
故
の
防
止

な
ど
雪
の
全
て
の
問
題
を
処
理
し
ま

す
。
雪
害
対
策
室
は
近
藤
市
民
部
長

を
主
幹
と
し
、
総
勢
二
十
二
人
で
組

織
さ
れ
、
雪
害
発
生
の
恐
れ
が
な
く

な
る
ま
で
雪
害
に
関
す
る
す
べ
て
の

事
項
を
担
当
し
ま
す
の
で
、
雪
　
関

す
る
こ
と
で
、
お
気
づ
き
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
雪
害
対
策
室
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

市
道
の
除
雪

　
市
道
の
除
雪
は
、
第
一
種
、
二
種
、

除
雪
路
線
と
委
託
除
雪
路
線
、
圧
雪

路
線
に
区
分
し
て
行
い
ま
す
。
常
時

二
車
線
以
上
の
確
保
を
目
標
と
し
て

い
る
第
一
種
路
線
は
十
路
線
八
・
七

㎞
。
一
車
線
以
上
の
確
保
を
目
標
と

し
て
い
る
二
種
除
雪
路
線
は
六
十
九

路
線
四
十
三
・
八
三
㎞
で
、
四
日
町

新
田
四
日
町
線
、
上
新
田
板
橋
線
、

水
沢
原
本
線
、
真
田
線
な
ど
六
路
線

五
・
五
八
㎞
が
新
ら
た
に
除
雪
路
線

に
組
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
は
有
限
・
消
雪
パ
イ
プ
の
効
率
利
用
を

　
昨
年
度
、
通
産
省
が
行
っ
た
調
査

で
は
、
市
街
地
で
は
す
で
に
冬
期
間

一
日
あ
た
り
三
万
二
千
ト
ン
も
安
全

揚
水
量
を
超
え
て
取
水
さ
れ
て
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
万

二
千
ト
ン
の
水
は
、
消
雪
パ
イ
プ
の

約
二
十
本
の
井
戸
を
二
十
四
時
間
出

し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
い
て
水
の
量

で
す
。
地
下
水
の
枯
渇
は
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、

降
雪
状
況
に
よ
り
、
こ
ま
め
に
ス
イ

ッ
チ
の
切
り
替
え
を
す
る
な
ど
、
消

雪
パ
イ
プ
の
効
率
的
な
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
除
雪
隊
は
、
昼
夜
三
交
替
で
三
十

六
名
編
成
、
除
雪
ド
ー
ザ
十
台
。
グ

レ
ー
ダ
ニ
台
。
ロ
ー
タ
リ
ー
四
台
の

除
雪
機
械
を
駆
使
し
て
交
通
確
保
に

あ
た
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
情
勢
に

応
じ
て
民
間
保
有
の
除
雪
機
械
を
借

り
あ
げ
て
除
雪
を
進
め
道
路
確
保
に

全
力
を
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
山
間
地

域
の
除
雪
で
き
な
い
路
線
は
、
雪
上

車
で
の
圧
雪
を
は
じ
め
雪
上
車
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る
急
患
輸
送
に
も

万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

国
・
県
道
の
除
雪

懇

　
消
雪
パ
イ
プ
は
、
道
路
確
保
の
最

も
有
効
な
手
段
と
し
て
年
々
、
延
長

区
間
が
延
び
、
五
十
六
年
度
に
は
、

国
県
道
で
二
十
四
・
二
㎞
、
市
道
に

は
十
九
・
九
㎞
の
消
雪
パ
イ
プ
が
布

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

国
県
道
に
百
七
本
、
市
道
に
は
六
十

本
の
井
戸
が
堀
ら
れ
て
お
り
、
降
雪

時
に
は
、
一
斉
に
こ
の
井
戸
か
ら
水

が
汲
み
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
五
十
六
年
一
月
に
は
、
市
道
に

布
設
さ
れ
た
五
十
三
ヵ
所
の
う
ち
、

十
四
本
の
井
戸
が
か
れ
、
八
本
が
水

の
出
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
県
道
の
除
雪
は
、
十
日
町
市
内

で
一
般
国
道
四
十
七
・
五
㎞
、
主
要

地
方
道
十
四
・
二
㎞
、
一
般
県
道
五

十
五
・
二
㎞
の
合
計
百
五
・
四
㎞
が

計
画
さ
れ
、
昨
年
よ
り
六
・
四
㎞
延

長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
規
路
線
は
、
県
道
六
日
町
十
日

町
停
車
場
線
の
猿
倉
～
津
池
間
、
新

座
八
箇
線
の
津
池
～
菅
沼
間
と
、
蕨

平
～
三
ツ
山
間
の
合
計
六
・
四
㎞
で

す
。

雪
水
の
は
ね
あ
げ
に

　
　
　
　
細
心
の
注
意
を

　
雪
処
理
条
例
で
も
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
が
、
消
雪
路
線
の
延
長

に
よ
っ
て
、
車
に
よ
る
雪
水
は
ね
あ

げ
で
多
く
の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
歩
行
者
の
身
に
な

っ
て
、
ス
。
ヒ
ー
ド
を
落
し
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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今
冬
も
道
路
確
保
の
た
め
、
昼
夜

を
わ
か
た
ず
懸
命
な
降
雪
作
業
が
続

け
ら
れ
ま
す
。

　
冬
期
間
の
交
通
確
保
は
、
十
日
町

市
民
の
共
通
の
願
い
で
す
。
除
雪
路

線
も
年
々
延
長
さ
れ
て
、
道
路
確
保

の
た
め
二
十
四
時
間
体
制
が
し
か
れ

必
死
の
努
力
が
払
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
交
通
確
保
の
最
大
の
難
点
が

後
を
た
た
な
い
違
法
駐
車
と
、
無
秩

序
な
屋
根
雪
の
道
路
上
へ
の
投
棄
で

す
。　
み
ん
な
の
迷
惑
に
な
る
違
法
駐
車

に
は
、
市
、
土
木
事
務
所
、
警
察
署

で
は
、
例
年
に
な
く
強
い
態
度
で
対

処
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
　
「
駐
車
違
反
警
告
書
」

を
送
付
し
、
初
め
て
、
レ
ッ
カ
ー
車

で
三
件
の
違
法
駐
車
中
の
車
を
排
除

し
ま
し
た
。
レ
ッ
カ
i
車
で
排
除
し

た
場
合
、
駐
車
違
反
の
反
則
金
五
千

円
ば
か
り
で
な
く
、
レ
ッ
カ
i
車
の

出
動
料
金
や
持
ち
主
茄
車
を
取
り
に

来
る
ま
で
の
駐
車
代
金
な
ど
一
万
円

以
上
が
駐
車
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
除
雪
道
路
で
の
駐
車
は
強
力
に
取

締
り
を
行
い
、
そ
れ
で
も
改
善
さ
れ

な
い
場
合
は
、
そ
の
町
内
の
除
雪
作

業
を
見
合
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
人
の
不
注
意
か
ら
多
く
の
人
が
迷

惑
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
お
互
い

に
十
分
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

屋
根
雪
処
理
は

　
　
　
　
　
節
度
を
も
っ
て

　
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
雪
処
理
条
例
で
も

秩
序
あ
る
屋
根
雪
処
理
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
除
雪
を
し

て
も
、
そ
れ
を
見
計
ら
っ
た
か
の
よ

う
に
除
雪
さ
れ
た
道
路
に
雪
を
押
し

出
し
て
い
る
人
も
見
か
け
ま
す
。

　
雪
国
の
厳
し
い
冬
を
乗
り
切
る
た

め
に
、
自
分
の
都
合
だ
け
で
な
く
お

互
い
に
協
力
し
た
い
も
の
で
す
。

委
託
除
雪
補
助
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
を

　
市
で
は
、
町
内
会
な
ど
が
、
除
雪

機
械
の
費
用
を
支
払
っ
て
道
路
の
除

雪
を
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
委
託
除
雪
費
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
補
助
制
度
は
、
市
の
定
め
た

借
上
げ
料
（
町
内
会
な
ど
の
借
上
げ

料
が
市
の
定
め
た
額
よ
り
少
な
い
と

き
は
そ
の
額
）
を
基
準
と
し
、
補
助

率
は
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
、
タ
イ
ヤ
シ

ョ
ベ
ル
な
ど
の
除
雪
機
械
の
借
上
げ

料
の
六
十
智
で
す
。

　
ち
な
み
に
昨
年
度
は
、
こ
の
制
度

を
利
用
し
て
約
四
百
三
十
件
、
一
億

三
千
万
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
除
雪
作
業
に
は
、
多
く
の
危
険
が

伴
い
ま
す
の
で
、
誘
導
員
を
つ
け
る

な
ど
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
と
り

わ
け
、
通
学
路
で
は
、
生
徒
の
登
下

校
時
の
作
業
は
極
力
さ
け
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
申
込
み
　
除
雪
作
業
を
す
る
前
に

随
時
、
建
設
課
維
持
管
理
係
（
8
七

i
三
二
一
番
内
線
二
五
一
）
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
除
雪
作
業
が

終
っ
て
か
ら
お
届
け
い
た
だ
い
た
場

合
補
助
金
が
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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私
の
克
雪
宣
言

　
　
　
　
　
　
＋
日
』
坤
鱒
校
水
落
里

　
雪
と
十
日
町
。
こ
れ
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
何
か
で
結
ば
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
し
、
雪
を
な
く
し
て

十
日
町
市
本
来
の
姿
、
具
体
的
に
は

十
日
町
の
冬
は
語
れ
な
い
と
私
は
思

い
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日

本
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
の
十
日
町

市
は
、
ま
さ
し
く
“
半
年
雪
の
銀
世

界
”
で
あ
り
、
毎
年
の
積
雪
は
三
材

を
越
え
る
な
ど
、
い
ま
さ
ら
私
が
話

す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

美

　
私
に
も
、
た
だ
十
四
年
間
を
何
と

な
く
十
日
町
市
で
、
雪
の
中
で
生
活

し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の

か
か
わ
り
が
、
冬
の
十
日
町
に
思
う

こ
と
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
度
の
「
克
雪
都

市
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
こ
と
ー
豪

雪
と
戦
い
、
雪
を
克
服
し
よ
う
と
い

う
十
日
町
市
民
の
新
し
い
歴
史
の
出

発
点
ー
に
つ
い
て
も
、
十
日
町
市

の
市
民
の
一
人
と
し
て
、
決
意
を
新

た
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

気
持
ち
も
強
ま
り
ま
し
た
。

克
雪
は
心
の
積
雪
を

少
な
く
す
る
こ
と
か
ら

　
半
年
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、

一
年
の
う
ち
の
だ
い
た
い
三
分
の
一

は
、
少
な
く
と
も
雪
に
囲
ま
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
の
雪
の
深

さ
と
比
例
し
て
、
雪
は
私
た
ち
に
と

っ
て
、
苦
し
み
に
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
喜
び
に
な
っ
た
り
し
て
、
十
日

町
に
住
む
私
た
ち
一
人
一
人
の
心
に

も
、
降
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
心
の
積
雪
が
、
例
え
ば
三
材
に
な

っ
た
り
逆
に
五
十
種
．
で
す
む
人
も
い

れ
ば
、
真
っ
白
い
粉
雪
も
あ
り
、
心

を
黒
く
く
も
ら
せ
て
し
ま
う
雪
も
あ

り
ま
す
。

　
消
雪
パ
イ
プ
を
利
用
し
た
り
、
雪

お
ろ
し
を
す
れ
ば
い
い
と
い
う
よ
う

な
雪
と
違
っ
て
、
こ
の
心
の
積
雪
に

は
ど
う
い
う
ふ
う
に
対
応
し
て
い
っ

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
現
代
ま
で
に
“
雪
に
克
つ
”
と
い

う
市
民
の
熱
い
想
い
は
、
除
雪
作
業

前
後
の
工
夫
や
努
力
に
つ
な
が
っ
て

そ
し
て
そ
れ
ら
が
、
十
日
町
の
歴
史

を
刻
み
こ
ん
で
き
た
と
い
っ
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
の
発

達
に
よ
っ
て
は
、
今
よ
り
も
っ
と
除

雪
作
業
が
簡
単
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
苦
労
し
な
く
て
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
れ
ば
み
ん
な
が

喜
ぶ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
私
が
い
い
た
い
の

は
、
雪
に
克
つ
こ
と
が
決
し
て
雪
を

少
な
く
す
る
、
雪
害
を
な
く
す
と
い

う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
心
の
積
雪
を

少
な
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
心

の
積
雪
を
少
な
く
す
る
工
夫
が
、
三

材
の
積
雪
を
な
く
す
の
と
同
じ
よ
う

に
、
心
を
晴
天
に
す
る
努
力
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
の
外
の
雪

に
左
右
さ
れ
ず
に
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
、
温
い
灯
を
心
の
中
に
と
も

し
て
い
て
ほ
し
い
。
そ
う
願
っ
て
い

ま
す
。外
の
雪
も

　
心
の
雪
も
と
か
し
て

　
雪
と
十
日
町
は
何
か
で
結
ば
れ
て

い
る
と
い
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
十

日
町
の
、
十
日
町
市
民
の
温
か
い
心

だ
と
思
え
て
き
ま
し
た
。
雪
は
温
か

さ
に
や
き
も
ち
を
や
い
て
い
る
か
ら

降
る
ん
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る

と
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
感
じ
が
し
て
、

雪
を
今
よ
り
好
き
に
な
れ
そ
う
な
気

が
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
気
持
ち

を
み
ん
な
で
持
ち
続
け
て
い
た
い
の

で
す
。
温
か
い
心
で
、
外
の
雪
も
心

の
雪
も
と
か
し
て
し
ま
う
く
ら
い
に
。

　
気
持
ち
の
面
だ
け
で
は
克
雪
と
い

い
き
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

決
し
て
除
雪
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う

こ
と
だ
け
で
は
、
宣
言
の
意
味
に
は
、

あ
て
は
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
十
日
町
市
で
や
っ
て
い

く
二
と
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
自

分
な
り
に
積
雪
を
少
な
く
し
て
い
く

よ
う
、
心
に
青
空
が
広
が
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。
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い
よ
い
よ
本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
．
一
月
か
ら
三

月
ま
で
の
北
陸
地
方
の
三
ヵ
月
予
報
に
よ
る
と
、
一
月
は
前
半
ま
で
寒
い

日
が
多
く
、
一
時
大
雪
の
降
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
一
月
後
半
か
ら

二
月
に
か
け
て
は
寒
さ
も
ゆ
る
み
、
冬
の
時
期
と
し
て
は
し
の
ぎ
や
す
く
、

三
月
は
寒
の
も
ど
り
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
雪
に
な
る
と
市
民
生
活
に
い
ろ
い
ろ
な
障
害
が
起
き
ま
す
。
戦
後
最

高
と
言
わ
れ
た
五
六
豪
雪
は
大
き
は
ツ
メ
跡
を
残
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
五

六
豪
雪
の
生
々
t
い
体
験
の
中
か
ら
「
克
雪
都
市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公

表
」
　
（
克
雪
都
市
宣
言
）
を
し
、
　
「
雪
処
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

て
、
市
と
市
民
が
協
力
し
て
雪
に
た
ち
向
う
体
制
を
と
と
の
え
、
克
雪
の

誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
．

　
豪
雪
時
に
も
雪
の
な
い
時
と
同
じ
生
活
環
境
を
維
持
す
る
に
は
な
ん
と

い
っ
て
も
道
路
の
確
保
が
第
一
で
す
。
十
日
町
土
木
事
務
所
、
市
な
ど
は

生
命
の
道
を
守
る
た
め
に
精
力
的
に
除
雪
作
業
に
つ
と
め
ま
す
が
、
円
滑

な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
人
一
人

の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
、
除
雪
作
業
の
障
害
に
な
る
路
上
駐

車
と
除
雪
直
後
の
雪
お
ろ
し
に
は
お
互
い
に
十
分
気
を
つ
け
た
い
も
の
で

す
。

　
市
で
は
、
二
十
二
日
か
ら
市
役
所

内
に
雪
害
対
策
室
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

て
い
ま
す
。
雪
害
対
策
室
は
、
昨
年

か
ら
、
降
雪
期
だ
け
で
な
く
、
年
間

を
通
じ
て
設
置
し
、
各
課
の
担
当
が

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
雪
対
策
と
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
本
格
的
な
降
雪

期
を
迎
え
て
、
陣
容
を
整
え
、
道
路

交
通
の
確
保
、
な
だ
れ
事
故
の
防
止

な
ど
雪
の
全
て
の
問
題
を
処
理
し
ま

す
。
雪
害
対
策
室
は
近
藤
市
民
部
長

を
主
幹
と
し
、
総
勢
二
十
二
人
で
組

織
さ
れ
、
雪
害
発
生
の
恐
れ
が
な
く

な
る
ま
で
雪
害
に
関
す
る
す
べ
て
の

事
項
を
担
当
し
ま
す
の
で
、
雪
　
関

す
る
こ
と
で
、
お
気
づ
き
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
雪
害
対
策
室
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

市
道
の
除
雪

　
市
道
の
除
雪
は
、
第
一
種
、
二
種
、

除
雪
路
線
と
委
託
除
雪
路
線
、
圧
雪

路
線
に
区
分
し
て
行
い
ま
す
。
常
時

二
車
線
以
上
の
確
保
を
目
標
と
し
て

い
る
第
一
種
路
線
は
十
路
線
八
・
七

㎞
。
一
車
線
以
上
の
確
保
を
目
標
と

し
て
い
る
二
種
除
雪
路
線
は
六
十
九

路
線
四
十
三
・
八
三
㎞
で
、
四
日
町

新
田
四
日
町
線
、
上
新
田
板
橋
線
、

水
沢
原
本
線
、
真
田
線
な
ど
六
路
線

五
・
五
八
㎞
が
新
ら
た
に
除
雪
路
線

に
組
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
は
有
限
・
消
雪
パ
イ
プ
の
効
率
利
用
を

　
昨
年
度
、
通
産
省
が
行
っ
た
調
査

で
は
、
市
街
地
で
は
す
で
に
冬
期
間

一
日
あ
た
り
三
万
二
千
ト
ン
も
安
全

揚
水
量
を
超
え
て
取
水
さ
れ
て
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
万

二
千
ト
ン
の
水
は
、
消
雪
パ
イ
プ
の

約
二
十
本
の
井
戸
を
二
十
四
時
間
出

し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
い
て
水
の
量

で
す
。
地
下
水
の
枯
渇
は
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、

降
雪
状
況
に
よ
り
、
こ
ま
め
に
ス
イ

ッ
チ
の
切
り
替
え
を
す
る
な
ど
、
消

雪
パ
イ
プ
の
効
率
的
な
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
除
雪
隊
は
、
昼
夜
三
交
替
で
三
十

六
名
編
成
、
除
雪
ド
ー
ザ
十
台
。
グ

レ
ー
ダ
ニ
台
。
ロ
ー
タ
リ
ー
四
台
の

除
雪
機
械
を
駆
使
し
て
交
通
確
保
に

あ
た
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
情
勢
に

応
じ
て
民
間
保
有
の
除
雪
機
械
を
借

り
あ
げ
て
除
雪
を
進
め
道
路
確
保
に

全
力
を
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
山
間
地

域
の
除
雪
で
き
な
い
路
線
は
、
雪
上

車
で
の
圧
雪
を
は
じ
め
雪
上
車
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る
急
患
輸
送
に
も

万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

国
・
県
道
の
除
雪

懇

　
消
雪
パ
イ
プ
は
、
道
路
確
保
の
最

も
有
効
な
手
段
と
し
て
年
々
、
延
長

区
間
が
延
び
、
五
十
六
年
度
に
は
、

国
県
道
で
二
十
四
・
二
㎞
、
市
道
に

は
十
九
・
九
㎞
の
消
雪
パ
イ
プ
が
布

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

国
県
道
に
百
七
本
、
市
道
に
は
六
十

本
の
井
戸
が
堀
ら
れ
て
お
り
、
降
雪

時
に
は
、
一
斉
に
こ
の
井
戸
か
ら
水

が
汲
み
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
五
十
六
年
一
月
に
は
、
市
道
に

布
設
さ
れ
た
五
十
三
ヵ
所
の
う
ち
、

十
四
本
の
井
戸
が
か
れ
、
八
本
が
水

の
出
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
県
道
の
除
雪
は
、
十
日
町
市
内

で
一
般
国
道
四
十
七
・
五
㎞
、
主
要

地
方
道
十
四
・
二
㎞
、
一
般
県
道
五

十
五
・
二
㎞
の
合
計
百
五
・
四
㎞
が

計
画
さ
れ
、
昨
年
よ
り
六
・
四
㎞
延

長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
規
路
線
は
、
県
道
六
日
町
十
日

町
停
車
場
線
の
猿
倉
～
津
池
間
、
新

座
八
箇
線
の
津
池
～
菅
沼
間
と
、
蕨

平
～
三
ツ
山
間
の
合
計
六
・
四
㎞
で

す
。

雪
水
の
は
ね
あ
げ
に

　
　
　
　
細
心
の
注
意
を

　
雪
処
理
条
例
で
も
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
が
、
消
雪
路
線
の
延
長

に
よ
っ
て
、
車
に
よ
る
雪
水
は
ね
あ

げ
で
多
く
の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
歩
行
者
の
身
に
な

っ
て
、
ス
。
ヒ
ー
ド
を
落
し
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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今
冬
も
道
路
確
保
の
た
め
、
昼
夜

を
わ
か
た
ず
懸
命
な
降
雪
作
業
が
続

け
ら
れ
ま
す
。

　
冬
期
間
の
交
通
確
保
は
、
十
日
町

市
民
の
共
通
の
願
い
で
す
。
除
雪
路

線
も
年
々
延
長
さ
れ
て
、
道
路
確
保

の
た
め
二
十
四
時
間
体
制
が
し
か
れ

必
死
の
努
力
が
払
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
交
通
確
保
の
最
大
の
難
点
が

後
を
た
た
な
い
違
法
駐
車
と
、
無
秩

序
な
屋
根
雪
の
道
路
上
へ
の
投
棄
で

す
。　
み
ん
な
の
迷
惑
に
な
る
違
法
駐
車

に
は
、
市
、
土
木
事
務
所
、
警
察
署

で
は
、
例
年
に
な
く
強
い
態
度
で
対

処
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
　
「
駐
車
違
反
警
告
書
」

を
送
付
し
、
初
め
て
、
レ
ッ
カ
ー
車

で
三
件
の
違
法
駐
車
中
の
車
を
排
除

し
ま
し
た
。
レ
ッ
カ
i
車
で
排
除
し

た
場
合
、
駐
車
違
反
の
反
則
金
五
千

円
ば
か
り
で
な
く
、
レ
ッ
カ
i
車
の

出
動
料
金
や
持
ち
主
茄
車
を
取
り
に

来
る
ま
で
の
駐
車
代
金
な
ど
一
万
円

以
上
が
駐
車
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
除
雪
道
路
で
の
駐
車
は
強
力
に
取

締
り
を
行
い
、
そ
れ
で
も
改
善
さ
れ

な
い
場
合
は
、
そ
の
町
内
の
除
雪
作

業
を
見
合
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
人
の
不
注
意
か
ら
多
く
の
人
が
迷

惑
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
お
互
い

に
十
分
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

屋
根
雪
処
理
は

　
　
　
　
　
節
度
を
も
っ
て

　
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
雪
処
理
条
例
で
も

秩
序
あ
る
屋
根
雪
処
理
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
除
雪
を
し

て
も
、
そ
れ
を
見
計
ら
っ
た
か
の
よ

う
に
除
雪
さ
れ
た
道
路
に
雪
を
押
し

出
し
て
い
る
人
も
見
か
け
ま
す
。

　
雪
国
の
厳
し
い
冬
を
乗
り
切
る
た

め
に
、
自
分
の
都
合
だ
け
で
な
く
お

互
い
に
協
力
し
た
い
も
の
で
す
。

委
託
除
雪
補
助
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
を

　
市
で
は
、
町
内
会
な
ど
が
、
除
雪

機
械
の
費
用
を
支
払
っ
て
道
路
の
除

雪
を
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
委
託
除
雪
費
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
補
助
制
度
は
、
市
の
定
め
た

借
上
げ
料
（
町
内
会
な
ど
の
借
上
げ

料
が
市
の
定
め
た
額
よ
り
少
な
い
と

き
は
そ
の
額
）
を
基
準
と
し
、
補
助

率
は
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
、
タ
イ
ヤ
シ

ョ
ベ
ル
な
ど
の
除
雪
機
械
の
借
上
げ

料
の
六
十
智
で
す
。

　
ち
な
み
に
昨
年
度
は
、
こ
の
制
度

を
利
用
し
て
約
四
百
三
十
件
、
一
億

三
千
万
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
除
雪
作
業
に
は
、
多
く
の
危
険
が

伴
い
ま
す
の
で
、
誘
導
員
を
つ
け
る

な
ど
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
と
り

わ
け
、
通
学
路
で
は
、
生
徒
の
登
下

校
時
の
作
業
は
極
力
さ
け
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
申
込
み
　
除
雪
作
業
を
す
る
前
に

随
時
、
建
設
課
維
持
管
理
係
（
8
七

i
三
二
一
番
内
線
二
五
一
）
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
除
雪
作
業
が

終
っ
て
か
ら
お
届
け
い
た
だ
い
た
場

合
補
助
金
が
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ぐトぐ

ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
〉
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
↑
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
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〉
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
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ぐ
〉
ぐ
ト
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ぐ
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〉
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ぐ
＞
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ト
ぐ
ト
ぐ
ト
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私
の
克
雪
宣
言

　
　
　
　
　
　
＋
日
』
坤
鱒
校
水
落
里

　
雪
と
十
日
町
。
こ
れ
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
何
か
で
結
ば
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
し
、
雪
を
な
く
し
て

十
日
町
市
本
来
の
姿
、
具
体
的
に
は

十
日
町
の
冬
は
語
れ
な
い
と
私
は
思

い
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日

本
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
の
十
日
町

市
は
、
ま
さ
し
く
“
半
年
雪
の
銀
世

界
”
で
あ
り
、
毎
年
の
積
雪
は
三
材

を
越
え
る
な
ど
、
い
ま
さ
ら
私
が
話

す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

美

　
私
に
も
、
た
だ
十
四
年
間
を
何
と

な
く
十
日
町
市
で
、
雪
の
中
で
生
活

し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の

か
か
わ
り
が
、
冬
の
十
日
町
に
思
う

こ
と
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
度
の
「
克
雪
都

市
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
こ
と
ー
豪

雪
と
戦
い
、
雪
を
克
服
し
よ
う
と
い

う
十
日
町
市
民
の
新
し
い
歴
史
の
出

発
点
ー
に
つ
い
て
も
、
十
日
町
市

の
市
民
の
一
人
と
し
て
、
決
意
を
新

た
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

気
持
ち
も
強
ま
り
ま
し
た
。

克
雪
は
心
の
積
雪
を

少
な
く
す
る
こ
と
か
ら

　
半
年
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、

一
年
の
う
ち
の
だ
い
た
い
三
分
の
一

は
、
少
な
く
と
も
雪
に
囲
ま
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
の
雪
の
深

さ
と
比
例
し
て
、
雪
は
私
た
ち
に
と

っ
て
、
苦
し
み
に
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
喜
び
に
な
っ
た
り
し
て
、
十
日

町
に
住
む
私
た
ち
一
人
一
人
の
心
に

も
、
降
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
心
の
積
雪
が
、
例
え
ば
三
材
に
な

っ
た
り
逆
に
五
十
種
．
で
す
む
人
も
い

れ
ば
、
真
っ
白
い
粉
雪
も
あ
り
、
心

を
黒
く
く
も
ら
せ
て
し
ま
う
雪
も
あ

り
ま
す
。

　
消
雪
パ
イ
プ
を
利
用
し
た
り
、
雪

お
ろ
し
を
す
れ
ば
い
い
と
い
う
よ
う

な
雪
と
違
っ
て
、
こ
の
心
の
積
雪
に

は
ど
う
い
う
ふ
う
に
対
応
し
て
い
っ

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
現
代
ま
で
に
“
雪
に
克
つ
”
と
い

う
市
民
の
熱
い
想
い
は
、
除
雪
作
業

前
後
の
工
夫
や
努
力
に
つ
な
が
っ
て

そ
し
て
そ
れ
ら
が
、
十
日
町
の
歴
史

を
刻
み
こ
ん
で
き
た
と
い
っ
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
の
発

達
に
よ
っ
て
は
、
今
よ
り
も
っ
と
除

雪
作
業
が
簡
単
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
苦
労
し
な
く
て
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
れ
ば
み
ん
な
が

喜
ぶ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
私
が
い
い
た
い
の

は
、
雪
に
克
つ
こ
と
が
決
し
て
雪
を

少
な
く
す
る
、
雪
害
を
な
く
す
と
い

う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
心
の
積
雪
を

少
な
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
心

の
積
雪
を
少
な
く
す
る
工
夫
が
、
三

材
の
積
雪
を
な
く
す
の
と
同
じ
よ
う

に
、
心
を
晴
天
に
す
る
努
力
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
の
外
の
雪

に
左
右
さ
れ
ず
に
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
、
温
い
灯
を
心
の
中
に
と
も

し
て
い
て
ほ
し
い
。
そ
う
願
っ
て
い

ま
す
。外
の
雪
も

　
心
の
雪
も
と
か
し
て

　
雪
と
十
日
町
は
何
か
で
結
ば
れ
て

い
る
と
い
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
十

日
町
の
、
十
日
町
市
民
の
温
か
い
心

だ
と
思
え
て
き
ま
し
た
。
雪
は
温
か

さ
に
や
き
も
ち
を
や
い
て
い
る
か
ら

降
る
ん
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る

と
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
感
じ
が
し
て
、

雪
を
今
よ
り
好
き
に
な
れ
そ
う
な
気

が
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
気
持
ち

を
み
ん
な
で
持
ち
続
け
て
い
た
い
の

で
す
。
温
か
い
心
で
、
外
の
雪
も
心

の
雪
も
と
か
し
て
し
ま
う
く
ら
い
に
。

　
気
持
ち
の
面
だ
け
で
は
克
雪
と
い

い
き
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

決
し
て
除
雪
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う

こ
と
だ
け
で
は
、
宣
言
の
意
味
に
は
、

あ
て
は
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
十
日
町
市
で
や
っ
て
い

く
二
と
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
自

分
な
り
に
積
雪
を
少
な
く
し
て
い
く

よ
う
、
心
に
青
空
が
広
が
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。
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臨
時
行
政
調
査
会
（
第
二
臨
調
）
の
「
各
地
方
公
共
団
体
も
職
員
給
与

㎝写
住
民
に
積
極
的
に
公
表
す
る
こ
と
」
と
い
う
中
間
答
申
を
ふ
ま
え
て
、

　
各
百
治
体
が
給
与
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

順
　
当
市
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
国
、
県
と

O　
比
較
し
な
が
ら
、
次
の
と
お
り
給
与
の
実
態
を
公
表
し
ま
す
。

蚕
方
公
務
員
の
給
料
退
職
手
当
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
他
藷

τ
を
は
じ
め
幾
の
民
間
事
業
従
薯
な
ど
と
の
均
衡
を
図
る
よ
う
よ

　
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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1．人件費の状況（普通会計決算）

区　　分
住民基本台帳人口
　　（年度末）

歳出額
　　　A

人件費
　　　B

人件費率
（B／A）

昭和55年度

56．3．31

　　　　49，860人

　　　千円

10，189，203

　　千円

1，696，961

　　％

16．7

（注）人件費は、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

2．職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 職員数

　　A

給　　　　与　　　　費 1人当た
り給与費
（B／A）給　　料 職員手当 期末・

　手当 計　B

昭和

56年度 423人

　稠
811，275

　柵
148，341

　柵
342，968

　　柵
1，302，584

桐
3
，079

1職員手当には退職手当を含まない

2給与費は当初予算に計上された額であり、給与改善分は含まれて
　いない。

（注）

a職員の平均給料月額及び
平均年齢（56年4月1日現在）

4．職員の初任給の状況（56年4月1日現在）

区　　分
十日町市 国 新潟県

区　分
一　般　行　政　職

決　定
初任給
採用綱日

給料額
初任給
揉用糊日

給料額
初任給
探用糊日

給料額
平均給料月額 平均年齢

十日町市 160，200円 a5．04歳

一　般

行政職

大学卒 　円97，000 　円106，900 　円97，000 　円106，900 　円97，000 　円106，900 国 196，235円 40．00歳

高校卒 　円82，000 　円87，200 　円82，000 　円87，200 　円82，000 　円87，200 新潟県 197，823円 38．00歳

5．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

　　　　　　　　　　　　　　（56年4月1日現在）
6．一般行政職の等級別職員数の状況（56年4月1日現在）

区分 特1等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 計
区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

麗離 部　長 課　長 課長補佐 係　長 主　事 主事補
一般行政職

大学卒
　　　　円
158，300

　　　　円
177，000

　　　　円
237，700

職員数
人
6
　人
19
　人
47
　人
109
　人
100

　人
31
　人
312

高校卒
　　　　円
131，200

　　　　円
153，400

構成．比 　％1．9 　％6．1
　　％
15．1
　　％
34．9
　　％
32．1
　％
9．9
　％
100

　（注）　1＋日町市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数である。　　　（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合

　　　2標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名であ　　　　　は、採用後の年数をいうものである。

　　　　る。

8．特別職の報酬等の状況　　　　　　　　　　　　7。職員手当の状況
　　　　（56年4月1日現在）

区　　　分 給料月額等 区　　　　　分 十　日　町　市 国 新　　潟　　県

給
　
　
　
料

市　長 555，000円

期末・勤勉

手　　　当

（竪辮）

区　分 期　末　　勤　勉 期　末　　勤　勉 期　末　　勤　勉

助　役 425，000円 6月期 1．4月分　0．5月分 1．4月分　0．5月分 1。4月分　0．5月分

収入役 390，000円 12月期 1．9月分　0．6月分 1．9月分一〇．6月分 1．9月分　0。6月分

報
　
　
　
酬

議　長 230，000円 3月期 0．5月分　　一月分 0．5月分　　一月分 0．5月分　　一月分

副議長 190，000円 計 3．8月分　1．1月分 3．8月分　1．1月分 3．8月分　1．1月分

議　員 170，㏄0円

退職手当

伎給率）

区　分 自己都合　　勧、奨 自己都合　　勧　奨 自己都合　　勧　奨

期
末
　
手
　
当

市　長 （昭和55年度

　　支給割合）

6月期　　1，4月分

12月期　1．9月分

3月期　0．5月分

計　　3．8月分

最高限度額 60．0月分6913月分 60．0月分　69．3月分 60．0月分　69．3月分

助　役 勤続20年 21．0月分　31．5月分 21．0月分　31．5月分 21．0月分　31．5月分

収入役 勤続30年 4L25月分59．4月分 41．25月分　59．4月分 41．25月分　59．4月分

議　長 勤続35年 48．125月分69．3月分 48．125月分　69．3月分 48．125月分69．3月分

副議長 1人当たり
平均支給額

128千円　15，682千円

議　員
（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に’係る職員に支給された平均額である。（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に’係る職員に支給された平均額である。

（5）”II”1。”””1”1”喰6”』触r6餌凸雌僧””。”””””18”唇1”Ill””“”9”””1。”ol6”””1”””III”ll”。61”1”91。Illl。。。1””Ill“”1。”ooII，llll”ll””。IIllII89111””。1昭和56年、2月25日

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　
当
市
の
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
供
用
開
始
に
向
け
て

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
先
般
第
一
期
計
画
区
域
の
各
世
帯
へ
、

水
洗
使
所
改
造
資
金
融
資
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
が
次
の
よ
う
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
関
係
地

域
の
市
政
事
務
嘱
託
員
及
び
各
世
帯
の
皆
様
に
大
変
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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75
％
6
7
F
D

2
1
6
6

数
数
率

帯世
収
収

象対
回
回

▼あなたは融資制度を
　　利用しますか

利用しない

》　　775
　43．7％

解
1，775

世帯

…欝鱒す養

鄭
短．鑛

　約半数近くが「利用するjこと
を望んでいます。なお、これは貸

付利率について市中銀行と同率程

度とした場合の回答で少しでも低

利であれば更に利用者は増加する

ものと思われます。

▼改造する時期は何時ですか

川
治
小
校
舎
・
体
育
館
竣
工

▼融資金額はどの額を考えていますか

　
窺
．
鍵
灘

答
　
％

回
6
2
4

無
1
9

　
昨
年
の
六
月
以
来
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
川
治
小
学
校
（
志
賀
雅
雄

校
長
、
生
徒
七
百
二
十
五
名
）
の
校

舎
と
屋
内
体
育
館
が
完
成
し
、
十
二

日
、
喜
び
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
工
事
費
は
、
校
舎
五
億
五
千
五

百
万
円
、
屋
体
一
億
八
千
六
百
万
円

消
雪
施
設
及
び
舗
装
工
事
費
二
千
五

百
万
円
な
ど
八
億
円
の
巨
額
が
投
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
校
舎
、
屋
体
竣
工
の
喜
び
を
、

六
年
生
の
羽
鳥
由
美
子
さ
ん
は
「
新

し
い
校
舎
を
、
児
童
会
で
校
舎
の
ヨ

ゴ
レ
落
七
運
動
を
行
っ
て
大
切
に
使

い
ま
す
」
と
話
し
、
渡
辺
厚
子
さ
ん

は
「
今
ま
で
は
体
育
館
が
狭
く
、
二

組
一
緒
に
運
動
で
き
な
い
の
で
雨
の

日
は
困
っ
た
が
、
今
度
は
十
分
体
を

動
か
せ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▼あなたの便所はどれですか

享
凝

。
ま
、

蕊
　
丁
鰹
㍑

3螺惣

（11

10万円

12》

15万円

（31

20万円

14》

25万円

（5）

30万円

（6）

35万円
麟’ （8）

無回答
計

24
（2．9）

15
（1．8）
　109
（13．0）

28
（3．3）

　173
（20．6）

25
（3．0）

長繍

難鞭
24
（2．9）
脇
（100）

2年以内

237
13．4％

〔灘灘1灘1黙lll覇

▼償還回数についてどの回数が適当ですか（利用すると答えた方のみ）

篠
，
覇
、

轡
ゆ

水洗式

　　416

23．4％

ω
年
賦
の
と
き

イ　年　　　賦 ・　半　　　年　　　賦
無回答 計

a1回 b2回c3回 無回答 小言 a1回 b2回 c3回 d4回 e5回 f6回無回答 小。

　10
（1．2）
　12　　70
（1．4）（8．4） （）

92
（ILO》 （）

　2
（0．2） （）

　5
（0．6）

　1
（1．1）

34
（4．1）（）

42
（5．0）

134
（16。0）

ω
月
賦
の
と
き

イ12回　　　ロ18回 ハ20回 二24回 ホ30回 、」、幽繭　　無回答 計

66　　　　　11
（7．9）　　　（1。3）

43
（5．1）

　137
（16．3）

48
（5。7）
軍、識灘　17
’帳砺　　（2。1）

　704
（84．0）

卜

櫛
1，775

世帯

排水設備等指定工事業者を決定

　各家庭からの汚水を下水道管に接続する業務は

下水道条例により・市の指定した工事業者でない

と工事を施工することはできません。下記の28業

者が指定されましたが、各家庭は排水設備につい

て指定業者と相談して計画をたててくださ．い。

（のぞ鱗響した場合の償還回数は月賦36回が嫌圧倒的に多く’長期償還を望んでいるも）

■
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
制
度

　
排
水
設
備
の
設
置
・
く
み
取
り
便
所
の
水
洗
便
所
ぺ
の
改
造
・

　
し
尿
浄
化
槽
の
廃
止
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
金
を
必
要
と
す
る

も
の
に
融
資
を
行
う
も
の
。

　
■
排
水
設
備
設
置
補
助
金
制
度

　
　
　
排
水
設
備
を
共
同
で
設
置
す
呑
も
の
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す

　
　
る
も
の
で
、
共
同
で
設
置
し
た
部
分
に
か
か
る
工
事
費
に
つ
い
て

　
　
共
同
戸
数
に
よ
っ
て
一
定
率
を
乗
じ
て
得
た
額
、
ま
た
は
、
汚
水

　
　
を
収
水
す
る
公
共
取
付
ま
す
を
共
同
で
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
公
共
取
付
ま
す
が
、
減
少
す
る
場
合
は
一
定
額
を
交
付
し
た
い
。

　
■
生
活
扶
助
世
帯
に
対
す
る
設
置
補
助
金
制
度

　
　
　
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
の
適
用
を
受
け
て
い
る

　
　
持
家
の
世
帯
が
排
水
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
、
国
か
ら
の
補
助

　
　
金
等
を
控
除
し
た
金
額
を
対
象
額
に
設
置
補
助
金
と
し
て
交
付
し

　
　
よ
う
と
い
う
も
の
。

　
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
　
　
受
益
者
負
担
金
の
納
付

　
受
益
者
負
担
金
の
第
三
期
納
付
期
限
は
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
で

　
お
済
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
た
は
、
至
急
納
付
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
（
市
役
所
窓
口
は
、
三
十
日
午
前
中
ま
で
で
す
）

す
が
、
納
付
は
お
済
み
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

指定工事店名 、所在地 電話
1 丸山工務所 稲　葉 7－8125

2 魚沼水道㈱ 高田町3西 7－2389

3 ㈱村熊商店 駅通り 2－3597

4 ㈱宮元屋商店 土市第3 8州2（B5

5 ㈱　美　佐　伝 四日町新田第3 7一つ191
6 ㈲植木組十日町営業所 千歳町3丁目 7－2201

7 北越上下水道㈱ 桜木町 2－4293

8 ＋日町市農業協同組合 高田町5丁目 7－1571

9 矢　口　鉄工所 駅通り 2－2992

10 ㈱山田屋商店 本町1丁目 2－3105

11 技　工　住　設 新座第4 2－3964

12 魚沼鉄工所 駅通り 2－2205

13 村　山　配　管 高山第4 7－3581

14 樋　口　水　道 上川町 7－5003

15 越路建設㈱ 稲荷町三一東 2－3289

16 木島燃料店 駅通り 2－2478

17 南雲土建㈱ 川治下町第3 2－2275

18 ㈲柳電機商会 泉　町 2－2769

19 平和水管㈱ 高山第2 7r4（y78

20 新　栄　工　業 伊達第1 8r3358

21 小川電気商会 田中町西 2－2643

22 十日町水道工業㈱ 本町7一響1 7－8211

23 翻牲冊峡酬日㎜ 田中町東 7輔11
24 ㈱村山土建 山本第1 2－3721

25 ㈱村山商会 本町1一下 7－5105

26 須藤ボン・プ店 水　日 6r2607

27 丸　東　重　機 南新田町 7－9048

蛤 孫六商店鱒十日町営業所 駅通り 7－8875

計 28業者
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臨
時
行
政
調
査
会
（
第
二
臨
調
）
の
「
各
地
方
公
共
団
体
も
職
員
給
与

㎝写
住
民
に
積
極
的
に
公
表
す
る
こ
と
」
と
い
う
中
間
答
申
を
ふ
ま
え
て
、

　
各
百
治
体
が
給
与
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

順
　
当
市
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
国
、
県
と

O　
比
較
し
な
が
ら
、
次
の
と
お
り
給
与
の
実
態
を
公
表
し
ま
す
。

蚕
方
公
務
員
の
給
料
退
職
手
当
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
他
藷

τ
を
は
じ
め
幾
の
民
間
事
業
従
薯
な
ど
と
の
均
衡
を
図
る
よ
う
よ

　
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

1．人件費の状況（普通会計決算）

区　　分
住民基本台帳人口
　　（年度末）

歳出額
　　　A

人件費
　　　B

人件費率
（B／A）

昭和55年度

56．3．31

　　　　49，860人

　　　千円

10，189，203

　　千円

1，696，961

　　％

16．7

（注）人件費は、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

2．職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 職員数

　　A

給　　　　与　　　　費 1人当た
り給与費
（B／A）給　　料 職員手当 期末・

　手当 計　B

昭和

56年度 423人

　稠
811，275

　柵
148，341

　柵
342，968

　　柵
1，302，584

桐
3
，079

1職員手当には退職手当を含まない

2給与費は当初予算に計上された額であり、給与改善分は含まれて
　いない。

（注）

a職員の平均給料月額及び
平均年齢（56年4月1日現在）

4．職員の初任給の状況（56年4月1日現在）

区　　分
十日町市 国 新潟県

区　分
一　般　行　政　職

決　定
初任給
採用綱日

給料額
初任給
揉用糊日

給料額
初任給
探用糊日

給料額
平均給料月額 平均年齢

十日町市 160，200円 a5．04歳

一　般

行政職

大学卒 　円97，000 　円106，900 　円97，000 　円106，900 　円97，000 　円106，900 国 196，235円 40．00歳

高校卒 　円82，000 　円87，200 　円82，000 　円87，200 　円82，000 　円87，200 新潟県 197，823円 38．00歳

5．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

　　　　　　　　　　　　　　（56年4月1日現在）
6．一般行政職の等級別職員数の状況（56年4月1日現在）

区分 特1等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 計
区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

麗離 部　長 課　長 課長補佐 係　長 主　事 主事補
一般行政職

大学卒
　　　　円
158，300

　　　　円
177，000

　　　　円
237，700

職員数
人
6
　人
19
　人
47
　人
109
　人
100

　人
31
　人
312

高校卒
　　　　円
131，200

　　　　円
153，400

構成．比 　％1．9 　％6．1
　　％
15．1
　　％
34．9
　　％
32．1
　％
9．9
　％
100

　（注）　1＋日町市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数である。　　　（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合

　　　2標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名であ　　　　　は、採用後の年数をいうものである。

　　　　る。

8．特別職の報酬等の状況　　　　　　　　　　　　7。職員手当の状況
　　　　（56年4月1日現在）

区　　　分 給料月額等 区　　　　　分 十　日　町　市 国 新　　潟　　県

給
　
　
　
料

市　長 555，000円

期末・勤勉

手　　　当

（竪辮）

区　分 期　末　　勤　勉 期　末　　勤　勉 期　末　　勤　勉

助　役 425，000円 6月期 1．4月分　0．5月分 1．4月分　0．5月分 1。4月分　0．5月分

収入役 390，000円 12月期 1．9月分　0．6月分 1．9月分一〇．6月分 1．9月分　0。6月分

報
　
　
　
酬

議　長 230，000円 3月期 0．5月分　　一月分 0．5月分　　一月分 0．5月分　　一月分

副議長 190，000円 計 3．8月分　1．1月分 3．8月分　1．1月分 3．8月分　1．1月分

議　員 170，㏄0円

退職手当

伎給率）

区　分 自己都合　　勧、奨 自己都合　　勧　奨 自己都合　　勧　奨

期
末
　
手
　
当

市　長 （昭和55年度

　　支給割合）

6月期　　1，4月分

12月期　1．9月分

3月期　0．5月分

計　　3．8月分

最高限度額 60．0月分6913月分 60．0月分　69．3月分 60．0月分　69．3月分

助　役 勤続20年 21．0月分　31．5月分 21．0月分　31．5月分 21．0月分　31．5月分

収入役 勤続30年 4L25月分59．4月分 41．25月分　59．4月分 41．25月分　59．4月分

議　長 勤続35年 48．125月分69．3月分 48．125月分　69．3月分 48．125月分69．3月分

副議長 1人当たり
平均支給額

128千円　15，682千円

議　員
（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に’係る職員に支給された平均額である。（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に’係る職員に支給された平均額である。

（5）”II”1。”””1”1”喰6”』触r6餌凸雌僧””。”””””18”唇1”Ill””“”9”””1。”ol6”””1”””III”ll”。61”1”91。Illl。。。1””Ill“”1。”ooII，llll”ll””。IIllII89111””。1昭和56年、2月25日

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　
当
市
の
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
供
用
開
始
に
向
け
て

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
先
般
第
一
期
計
画
区
域
の
各
世
帯
へ
、

水
洗
使
所
改
造
資
金
融
資
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
が
次
の
よ
う
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
関
係
地

域
の
市
政
事
務
嘱
託
員
及
び
各
世
帯
の
皆
様
に
大
変
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

71

75
％
6
7
F
D

2
1
6
6

数
数
率

帯世
収
収

象対
回
回

▼あなたは融資制度を
　　利用しますか

利用しない

》　　775
　43．7％

解
1，775

世帯

…欝鱒す養

鄭
短．鑛

　約半数近くが「利用するjこと
を望んでいます。なお、これは貸

付利率について市中銀行と同率程

度とした場合の回答で少しでも低

利であれば更に利用者は増加する

ものと思われます。

▼改造する時期は何時ですか

川
治
小
校
舎
・
体
育
館
竣
工

▼融資金額はどの額を考えていますか

　
窺
．
鍵
灘

答
　
％

回
6
2
4

無
1
9

　
昨
年
の
六
月
以
来
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
川
治
小
学
校
（
志
賀
雅
雄

校
長
、
生
徒
七
百
二
十
五
名
）
の
校

舎
と
屋
内
体
育
館
が
完
成
し
、
十
二

日
、
喜
び
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
工
事
費
は
、
校
舎
五
億
五
千
五

百
万
円
、
屋
体
一
億
八
千
六
百
万
円

消
雪
施
設
及
び
舗
装
工
事
費
二
千
五

百
万
円
な
ど
八
億
円
の
巨
額
が
投
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
校
舎
、
屋
体
竣
工
の
喜
び
を
、

六
年
生
の
羽
鳥
由
美
子
さ
ん
は
「
新

し
い
校
舎
を
、
児
童
会
で
校
舎
の
ヨ

ゴ
レ
落
七
運
動
を
行
っ
て
大
切
に
使

い
ま
す
」
と
話
し
、
渡
辺
厚
子
さ
ん

は
「
今
ま
で
は
体
育
館
が
狭
く
、
二

組
一
緒
に
運
動
で
き
な
い
の
で
雨
の

日
は
困
っ
た
が
、
今
度
は
十
分
体
を

動
か
せ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▼あなたの便所はどれですか

享
凝

。
ま
、

蕊
　
丁
鰹
㍑

3螺惣

（11

10万円

12》

15万円

（31

20万円

14》

25万円

（5）

30万円

（6）

35万円
麟’ （8）

無回答
計

24
（2．9）

15
（1．8）
　109
（13．0）

28
（3．3）

　173
（20．6）

25
（3．0）

長繍

難鞭
24
（2．9）
脇
（100）

2年以内

237
13．4％

〔灘灘1灘1黙lll覇

▼償還回数についてどの回数が適当ですか（利用すると答えた方のみ）

篠
，
覇
、

轡
ゆ

水洗式

　　416

23．4％

ω
年
賦
の
と
き

イ　年　　　賦 ・　半　　　年　　　賦
無回答 計

a1回 b2回c3回 無回答 小言 a1回 b2回 c3回 d4回 e5回 f6回無回答 小。

　10
（1．2）
　12　　70
（1．4）（8．4） （）

92
（ILO》 （）

　2
（0．2） （）

　5
（0．6）

　1
（1．1）

34
（4．1）（）

42
（5．0）

134
（16。0）

ω
月
賦
の
と
き

イ12回　　　ロ18回 ハ20回 二24回 ホ30回 、」、幽繭　　無回答 計

66　　　　　11
（7．9）　　　（1。3）

43
（5．1）

　137
（16．3）

48
（5。7）
軍、識灘　17
’帳砺　　（2。1）

　704
（84．0）

卜

櫛
1，775

世帯

排水設備等指定工事業者を決定

　各家庭からの汚水を下水道管に接続する業務は

下水道条例により・市の指定した工事業者でない

と工事を施工することはできません。下記の28業

者が指定されましたが、各家庭は排水設備につい

て指定業者と相談して計画をたててくださ．い。

（のぞ鱗響した場合の償還回数は月賦36回が嫌圧倒的に多く’長期償還を望んでいるも）

■
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
制
度

　
排
水
設
備
の
設
置
・
く
み
取
り
便
所
の
水
洗
便
所
ぺ
の
改
造
・

　
し
尿
浄
化
槽
の
廃
止
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
金
を
必
要
と
す
る

も
の
に
融
資
を
行
う
も
の
。

　
■
排
水
設
備
設
置
補
助
金
制
度

　
　
　
排
水
設
備
を
共
同
で
設
置
す
呑
も
の
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す

　
　
る
も
の
で
、
共
同
で
設
置
し
た
部
分
に
か
か
る
工
事
費
に
つ
い
て

　
　
共
同
戸
数
に
よ
っ
て
一
定
率
を
乗
じ
て
得
た
額
、
ま
た
は
、
汚
水

　
　
を
収
水
す
る
公
共
取
付
ま
す
を
共
同
で
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
公
共
取
付
ま
す
が
、
減
少
す
る
場
合
は
一
定
額
を
交
付
し
た
い
。

　
■
生
活
扶
助
世
帯
に
対
す
る
設
置
補
助
金
制
度

　
　
　
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
の
適
用
を
受
け
て
い
る

　
　
持
家
の
世
帯
が
排
水
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
、
国
か
ら
の
補
助

　
　
金
等
を
控
除
し
た
金
額
を
対
象
額
に
設
置
補
助
金
と
し
て
交
付
し

　
　
よ
う
と
い
う
も
の
。

　
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
　
　
受
益
者
負
担
金
の
納
付

　
受
益
者
負
担
金
の
第
三
期
納
付
期
限
は
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
で

　
お
済
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
た
は
、
至
急
納
付
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
（
市
役
所
窓
口
は
、
三
十
日
午
前
中
ま
で
で
す
）

す
が
、
納
付
は
お
済
み
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

指定工事店名 、所在地 電話
1 丸山工務所 稲　葉 7－8125

2 魚沼水道㈱ 高田町3西 7－2389

3 ㈱村熊商店 駅通り 2－3597

4 ㈱宮元屋商店 土市第3 8州2（B5

5 ㈱　美　佐　伝 四日町新田第3 7一つ191
6 ㈲植木組十日町営業所 千歳町3丁目 7－2201

7 北越上下水道㈱ 桜木町 2－4293

8 ＋日町市農業協同組合 高田町5丁目 7－1571

9 矢　口　鉄工所 駅通り 2－2992

10 ㈱山田屋商店 本町1丁目 2－3105

11 技　工　住　設 新座第4 2－3964

12 魚沼鉄工所 駅通り 2－2205

13 村　山　配　管 高山第4 7－3581

14 樋　口　水　道 上川町 7－5003

15 越路建設㈱ 稲荷町三一東 2－3289

16 木島燃料店 駅通り 2－2478

17 南雲土建㈱ 川治下町第3 2－2275

18 ㈲柳電機商会 泉　町 2－2769

19 平和水管㈱ 高山第2 7r4（y78

20 新　栄　工　業 伊達第1 8r3358

21 小川電気商会 田中町西 2－2643

22 十日町水道工業㈱ 本町7一響1 7－8211

23 翻牲冊峡酬日㎜ 田中町東 7輔11
24 ㈱村山土建 山本第1 2－3721

25 ㈱村山商会 本町1一下 7－5105

26 須藤ボン・プ店 水　日 6r2607

27 丸　東　重　機 南新田町 7－9048

蛤 孫六商店鱒十日町営業所 駅通り 7－8875

計 28業者
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一霧

「
雪
と
の
闘
い
」
発
刊
に
感
謝
し
て

　
心
待
ち
し
て
い
た
「
雪
と
の
闘
い
」

が
届
け
ら
れ
た
。

　
出
版
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
、

市
民
の
一
人
と
し
て
深
く
敬
意
を
表

し
た
い
．
尚
、
地
域
の
豪
雪
の
実
態

を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
、

さ
さ
や
か
応
募
に
も
か
か
わ
ら
ず
編

集
協
力
者
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
・
こ

と
は
光
栄
で
あ
り
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
　
貴
重
な
特
集
版
を
掌
中
に
し
て
、

ま
だ
日
も
浅
く
熟
覧
、
熟
読
に
乏
し

い
け
れ
ど
私
の
所
感
を
述
べ
ま
す
。

　
一
ぺ
ー
ジ
か
ら
八
ぺ
ー
ジ
ま
で
は

あ
の
厳
し
か
っ
た
暗
い
日
々
を
吹
き

と
ば
す
よ
う
に
明
る
い
カ
ラ
ー
グ
ラ

ビ
ア
が
目
に
映
え
、
雪
国
な
ら
で
は

鉢
　
尾
　
身
　
　
ミ
　
ノ

の
「
美
」
を
絶
賛
し
た
い
。

　
市
長
さ
ん
の
「
雄
渾
」
は
、
巻
頭

に
「
古
く
て
新
し
い
永
遠
の
命
題
」

と
力
強
い
書
き
出
し
で
市
民
の
労
を

理
解
し
、
克
雪
都
市
づ
く
り
に
熱
意

を
示
さ
れ
、
計
り
知
れ
な
い
雪
の
重

み
の
中
か
ら
再
び
芽
ば
え
る
春
の
若

草
の
よ
う
に
、
和
の
心
を
和
ま
せ
勇

気
づ
け
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
月
別
豪
雪
風
景
に
体
験
文
や

説
明
文
が
隣
り
合
わ
せ
「
読
ん
で
」

理
解
が
で
き
、
豪
雪
を
知
ら
な
い
地

方
の
人
に
も
一
目
で
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
切
実
な
訴
え
の
中
に
も
余
裕
の
あ

る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
お
母
さ
ん
た
ち
の

文
集
。
雪
国
の
課
題
。
統
計
的
な
資

料
。
こ
の
中
に
あ
る
全
て
は
十
日
町

市
を
こ
こ
ま
で
築
き
あ
げ
た
歴
史
で

あ
り
、
し
た
た
か
に
生
き
た
人
達
の

証
で
あ
り
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
わ
が
郷
土
十
日
町
が
世
界
的
な
豪

雪
地
で
あ
る
な
ら
ば
、
世
界
的
に
関

r
心
を
持
っ
て
も
ら
う
べ
き
努
力
す
る

こ
と
が
私
達
市
民
に
与
え
ら
れ
た
課

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
理

解
し
や
す
い
記
念
す
べ
き
出
版
物
が

多
く
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
、
目
に

ふ
れ
た
ら
、
科
学
的
な
雪
利
用
も
考

え
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
も
う
少

し
豪
雪
と
闘
う
地
域
住
民
の
実
態
を

紹
介
し
て
欲
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
あ
の
豪
雪
時
、
安
否
を
電
話
で
見

舞
っ
て
く
れ
た
無
雪
地
の
親
せ
き
に

さ
さ
や
か
な
お
礼
と
し
て
、
こ
の
本

を
送
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
（
真
田
小
学
校
　
給
食
調
理
員
）

即
自
然
か
ら
対
自
然
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
町
一
丁
目
田
村
喜

　
「
雪
と
の
闘
い
」
を
一
気
に
見
終

わ
り
、
読
み
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
強

烈
な
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
感
動
で
胸
が

一
・
杯
に
な
っ
た
。
あ
え
て
こ
の
ド
ラ

マ
に
題
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
　
「
白

い
闘
魂
」
と
で
も
言
お
う
か
。
と
に

角
、
写
真
集
の
陥
り
や
す
い
散
慢
な

情
緒
が
、
こ
こ
に
は
な
い
。
あ
る
の

は
た
だ
、
明
確
な
テ
ー
マ
と
、
そ
れ

を
支
え
る
抜
き
さ
し
な
ら
ぬ
映
像
か

ら
の
、
圧
倒
的
迫
力
だ
け
で
あ
る
。

　
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
迫
力
と
い
う
の

は
、
起
承
転
結
の
折
目
正
し
さ
に
起

因
し
て
い
る
．
㌧
転
の
部
分
、
つ
ま
り

雪
ま
つ
り
の
盛
り
上
り
に
到
達
す
る

ま
で
の
、
起
と
承
の
部
分
に
注
目
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
．
抑
え
に
抑
え
た

映
像
表
現
、
堪
え
に
堪
え
た
住
民
感

情
、
こ
の
圧
縮
凝
固
作
用
と
も
言
う

べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
蓄
積
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
転
の
部
分
で
の
爆
発
力

が
激
烈
な
の
で
あ
る
。
ド
ラ
マ
の
常

道
で
あ
る
。
こ
の
セ
オ
リ
イ
通
り
の

構
成
法
に
↓
分
の
狂
い
も
な
か
っ
た

と
こ
ろ
に
こ
の
写
真
集
の
成
功
が
あ

る
。
　
そ
し
て
も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な

　
　
　
　
ゆ

い
も
の
が
あ
る
。
要
所
要
所
に
収
め

ら
れ
て
い
る
小
学
生
や
主
婦
達
の
作

文
や
手
記
の
も
つ
説
得
力
の
強
さ
で

あ
る
。
そ
れ
は
埋
も
れ
た
雪
の
下
か

ら
の
叫
び
と
し
て
、
雪
国
か
ら
の
証

言
と
し
で
読
む
者
の
心
に
響
く
。
映

像
の
穴
を
文
字
が
埋
め
て
い
く
。
・
い

に
く
い
編
集
で
あ
る
。

　
今
や
わ
が
十
日
町
市
は
、
長
い
間

の
即
自
然
的
生
き
方
か
ら
、
燃
え
て

立
ち
上
る
対
自
然
的
生
き
方
へ
と
大

き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
を
こ

の
写
真
集
「
雪
と
の
闘
ど
は
、
雄

弁
に
物
語
っ
て
い
て
力
強
い
限
り
で

あ
る
。

　
　
　
（
十
日
町
高
校
教
諭
）
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第33回雪まつり

　　　　　　　　　　　　　　　　いろ
ふるさと讃歌・いま一きらめきの銀世界

雪の芸術作晶

申込みを受付中〃

　第33回十日町雪まつりは、来年2月
13日（ガ・14日（日）の2日間、開催されま

すが、雪まつり委員会（会長諸里正典）

では、前回の雪の芸術作品づくりに参
　　　　　　　　　　　　ぜ加された48の団体を上回る数にと、今

から意気込んでいます。

　雪の芸術作品の参加申込みは現在受

付中ですので、市役所経済部商工課雪

まつり事務局（魯7－3111番内線266）

へお問い合わせください。

庭

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
U
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
ず
り
ま
，
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

学
生
服
14
号

中
　
　
古

三
千
円

フ
ル
フ
ェ
ー
ス

ヘ
　
ル
　
メ
　
ッ
ト

中
　
　
古

安
　
　
く

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

（
ダ
イ
ハ
ツ
ク
才
ー
レ
V

4
本
中
　
古

一
万
円

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

厚

二
万
円

キ
　
　
ャ
　
リ
　
ア

（
カ
・
ー
ラ
一
、
二
〇
〇
用
）

〃

安
　
　
く

ス
キ
i
　
一
式

〃

一
万
円

50

㏄
バ
イ
ク

〃

七
千
円

硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

〃

五
千
円

彌
　
　
　
　
年
の
瀬
も
押
し
つ
ま
っ
た
＋
二
月
＋
音
　
　
　
㎜
験

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㊥
出
ボ
舗
羅
霧
欝
藩
　
轟

市
）
の
企
画
行
事
と
し
1
月
◎
短
い
時
間
の
中
で
も
灘
盤

雛
編
舞
鞍
㊥
／
「
心
諜
馨
露
疑
、
「
灘
墜

し
な
　
　
　
半
』
り
越
来
て
く
だ
さ
．
、
と
別
れ
の
際
．
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
万
＋
四
畠
市
内
で
も
路
さ
ん
が
憶
碍
翻
鱒
お
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
名
な
る
器
用
な
人
、
多
く
の
芸
を

持
っ
半
間
正
さ
ん
ご
夫
婦
が
慰
問
に
訪
町

れ
ま
し
た
．
独
特
な
ム
ー
ド
で
の
講
溝
　
／

民
謡
あ
り
、
腹
話
術
あ
り
、
時
間
を
短
か
く

感
じ
る
ほ
ど
多
種
多
芸
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
こ
の
慰
問
を
企
画
し
た
野
上
さ
ん
は
「
感
激
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
必
ず
ま
た

来
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

3＝≡

帽
一

o

地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

1
審
査
結
果
1

　
十
月
末
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
し

た
「
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
i
」
（
市

内
本
町
六
丁
目
に
建
設
中
・
五
十
八

年
四
月
オ
ー
プ
ン
予
定
）
の
愛
称
は
、

九
十
一
人
、
百
三
十
三
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
十
二
月
三
日
運
営
委

員
会
に
よ
る
審
査
会
が
開
か
れ
、
つ

ぎ
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
選
は
「
該
当
な
し
」
と

な
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
こ
の
決
定

に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
．

〔
審
査
結
果
〕

　
★
入
選
（
賞
金
三
万
円
）

　
　
　
　
該
当
な
し

　
★
佳
作
（
賞
金
五
千
円
）

　
　
　
「
サ
ン
ト
ピ
ア
」

　
（
中
魚
沼
郡
川
西
町
霜
条
）

　
　
　
　
　
星
名
　
隆
之
さ
ん

『十日町の

φ
㌧
入

なりました』

　
ら

ん
廟

8
鉄
器
や
わ
ん
こ
そ
ぱ
で
有
餐
な
欝

手
県
か
ら
、
こ
の
十
一
月
に
十
日
町

の
人
に
な
っ
た
の
は
、
美
雪
町
三
丁

目
村
山
政
実
さ
ん
（
会
社
員
）
に
嫁

い
で
来
た
真
理
子
さ
ん
（
二
十
五
歳
）

で
す
。

■
二
人
は
、
盛
岡
の
大
学
在
学
中
、

登
山
に
一
緒
に
行
っ
た
こ
と
か
ら
知

り
合
い
　
そ
れ
以
来
、
五
年
間
の
交

際
が
実
を
結
び
、
今
秋
ゴ
ー
ル
イ
ン

し
ま
し
た
。

　
結
婚
前
に
は
、
こ
の
十
日
町
に
、

秋
・
冬
・
春
の
季
節
に
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
と
い
う
真
理
子
さ
ん
。
　
「
冬

と
い
う
季
節
は
嫌
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
や
は
り
春
や
秋
の
印
象
の
方
が

良
力
っ
た
よ
う
で
す
。
」

★
佳
作
（
賞
金
五
千
円
）

　
　
　
「
十
日
町
シ
テ
ィ
　
プ
ラ
ザ
」

　
（
十
日
町
市
新
座
）

　
　
　
　
上
村
　
友
治
さ
ん

※
「
十
日
町
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」
は
、

同
名
の
応
募
が
、
ほ
か
に
一
点
あ
り

臓
「
先
日
、
市
役
所
前
に
あ
る
、
克

雪
都
市
宣
書
“
克
雪
は
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
”
と
書

い
て
あ
る
塔
を
見
ま
し
た
が
、
　
“
克

雪
”
と
い
う
書
葉
を
始
め
て
聞
き
ま

し
た
。
辞
書
に
は
、
こ
の
書
葉
は
な

　
　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
こ
の
十

日
町
は
独
創
的
な
ま
ち
と
い
え
る
の

で
は
…
：

ロ
夫
の
政
実
さ
ん
は
、
早
く
こ
の
十

β
町
の
地
城
牲
に
慣
れ
て
も
ら
い
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
知
っ
て

い
る
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
真
理
子

さ
ん
。
そ
れ
で
も
持
ち
前
の
い
じ
こ

さ
（
粘
り
が
あ
る
こ
と
）
で
、
克
脹

し
て
痩
．
く
も
の
と
応
援
し
た
い
も
の

で
す
。

ま
し
た
が
、
抽
選
に
よ
り
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

※
現
在
、
地
場
産
業
振
興
セ
ン
ダ
ー

事
務
室
で
は
、
愛
称
決
定
と
併
せ
て

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
公
募
を
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
要
項
は
、
後

目
市
報
に
掲
載
し
ま
す
。
）
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一霧

「
雪
と
の
闘
い
」
発
刊
に
感
謝
し
て

　
心
待
ち
し
て
い
た
「
雪
と
の
闘
い
」

が
届
け
ら
れ
た
。

　
出
版
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
、

市
民
の
一
人
と
し
て
深
く
敬
意
を
表

し
た
い
．
尚
、
地
域
の
豪
雪
の
実
態

を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
、

さ
さ
や
か
応
募
に
も
か
か
わ
ら
ず
編

集
協
力
者
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
・
こ

と
は
光
栄
で
あ
り
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
　
貴
重
な
特
集
版
を
掌
中
に
し
て
、

ま
だ
日
も
浅
く
熟
覧
、
熟
読
に
乏
し

い
け
れ
ど
私
の
所
感
を
述
べ
ま
す
。

　
一
ぺ
ー
ジ
か
ら
八
ぺ
ー
ジ
ま
で
は

あ
の
厳
し
か
っ
た
暗
い
日
々
を
吹
き

と
ば
す
よ
う
に
明
る
い
カ
ラ
ー
グ
ラ

ビ
ア
が
目
に
映
え
、
雪
国
な
ら
で
は

鉢
　
尾
　
身
　
　
ミ
　
ノ

の
「
美
」
を
絶
賛
し
た
い
。

　
市
長
さ
ん
の
「
雄
渾
」
は
、
巻
頭

に
「
古
く
て
新
し
い
永
遠
の
命
題
」

と
力
強
い
書
き
出
し
で
市
民
の
労
を

理
解
し
、
克
雪
都
市
づ
く
り
に
熱
意

を
示
さ
れ
、
計
り
知
れ
な
い
雪
の
重

み
の
中
か
ら
再
び
芽
ば
え
る
春
の
若

草
の
よ
う
に
、
和
の
心
を
和
ま
せ
勇

気
づ
け
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
月
別
豪
雪
風
景
に
体
験
文
や

説
明
文
が
隣
り
合
わ
せ
「
読
ん
で
」

理
解
が
で
き
、
豪
雪
を
知
ら
な
い
地

方
の
人
に
も
一
目
で
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
切
実
な
訴
え
の
中
に
も
余
裕
の
あ

る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
お
母
さ
ん
た
ち
の

文
集
。
雪
国
の
課
題
。
統
計
的
な
資

料
。
こ
の
中
に
あ
る
全
て
は
十
日
町

市
を
こ
こ
ま
で
築
き
あ
げ
た
歴
史
で

あ
り
、
し
た
た
か
に
生
き
た
人
達
の

証
で
あ
り
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
わ
が
郷
土
十
日
町
が
世
界
的
な
豪

雪
地
で
あ
る
な
ら
ば
、
世
界
的
に
関

r
心
を
持
っ
て
も
ら
う
べ
き
努
力
す
る

こ
と
が
私
達
市
民
に
与
え
ら
れ
た
課

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
理

解
し
や
す
い
記
念
す
べ
き
出
版
物
が

多
く
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
、
目
に

ふ
れ
た
ら
、
科
学
的
な
雪
利
用
も
考

え
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
も
う
少

し
豪
雪
と
闘
う
地
域
住
民
の
実
態
を

紹
介
し
て
欲
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
あ
の
豪
雪
時
、
安
否
を
電
話
で
見

舞
っ
て
く
れ
た
無
雪
地
の
親
せ
き
に

さ
さ
や
か
な
お
礼
と
し
て
、
こ
の
本

を
送
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
（
真
田
小
学
校
　
給
食
調
理
員
）

即
自
然
か
ら
対
自
然
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
町
一
丁
目
田
村
喜

　
「
雪
と
の
闘
い
」
を
一
気
に
見
終

わ
り
、
読
み
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
強

烈
な
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
感
動
で
胸
が

一
・
杯
に
な
っ
た
。
あ
え
て
こ
の
ド
ラ

マ
に
題
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
　
「
白

い
闘
魂
」
と
で
も
言
お
う
か
。
と
に

角
、
写
真
集
の
陥
り
や
す
い
散
慢
な

情
緒
が
、
こ
こ
に
は
な
い
。
あ
る
の

は
た
だ
、
明
確
な
テ
ー
マ
と
、
そ
れ

を
支
え
る
抜
き
さ
し
な
ら
ぬ
映
像
か

ら
の
、
圧
倒
的
迫
力
だ
け
で
あ
る
。

　
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
迫
力
と
い
う
の

は
、
起
承
転
結
の
折
目
正
し
さ
に
起

因
し
て
い
る
．
㌧
転
の
部
分
、
つ
ま
り

雪
ま
つ
り
の
盛
り
上
り
に
到
達
す
る

ま
で
の
、
起
と
承
の
部
分
に
注
目
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
．
抑
え
に
抑
え
た

映
像
表
現
、
堪
え
に
堪
え
た
住
民
感

情
、
こ
の
圧
縮
凝
固
作
用
と
も
言
う

べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
蓄
積
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
転
の
部
分
で
の
爆
発
力

が
激
烈
な
の
で
あ
る
。
ド
ラ
マ
の
常

道
で
あ
る
。
こ
の
セ
オ
リ
イ
通
り
の

構
成
法
に
↓
分
の
狂
い
も
な
か
っ
た

と
こ
ろ
に
こ
の
写
真
集
の
成
功
が
あ

る
。
　
そ
し
て
も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な

　
　
　
　
ゆ

い
も
の
が
あ
る
。
要
所
要
所
に
収
め

ら
れ
て
い
る
小
学
生
や
主
婦
達
の
作

文
や
手
記
の
も
つ
説
得
力
の
強
さ
で

あ
る
。
そ
れ
は
埋
も
れ
た
雪
の
下
か

ら
の
叫
び
と
し
て
、
雪
国
か
ら
の
証

言
と
し
で
読
む
者
の
心
に
響
く
。
映

像
の
穴
を
文
字
が
埋
め
て
い
く
。
・
い

に
く
い
編
集
で
あ
る
。

　
今
や
わ
が
十
日
町
市
は
、
長
い
間

の
即
自
然
的
生
き
方
か
ら
、
燃
え
て

立
ち
上
る
対
自
然
的
生
き
方
へ
と
大

き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
を
こ

の
写
真
集
「
雪
と
の
闘
ど
は
、
雄

弁
に
物
語
っ
て
い
て
力
強
い
限
り
で

あ
る
。

　
　
　
（
十
日
町
高
校
教
諭
）
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第33回雪まつり

　　　　　　　　　　　　　　　　いろ
ふるさと讃歌・いま一きらめきの銀世界

雪の芸術作晶

申込みを受付中〃

　第33回十日町雪まつりは、来年2月
13日（ガ・14日（日）の2日間、開催されま

すが、雪まつり委員会（会長諸里正典）

では、前回の雪の芸術作品づくりに参
　　　　　　　　　　　　ぜ加された48の団体を上回る数にと、今

から意気込んでいます。

　雪の芸術作品の参加申込みは現在受

付中ですので、市役所経済部商工課雪

まつり事務局（魯7－3111番内線266）

へお問い合わせください。

庭

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
U
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
ず
り
ま
，
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

学
生
服
14
号

中
　
　
古

三
千
円

フ
ル
フ
ェ
ー
ス

ヘ
　
ル
　
メ
　
ッ
ト

中
　
　
古

安
　
　
く

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

（
ダ
イ
ハ
ツ
ク
才
ー
レ
V

4
本
中
　
古

一
万
円

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

厚

二
万
円

キ
　
　
ャ
　
リ
　
ア

（
カ
・
ー
ラ
一
、
二
〇
〇
用
）

〃

安
　
　
く

ス
キ
i
　
一
式

〃

一
万
円

50

㏄
バ
イ
ク

〃

七
千
円

硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

〃

五
千
円

彌
　
　
　
　
年
の
瀬
も
押
し
つ
ま
っ
た
＋
二
月
＋
音
　
　
　
㎜
験

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㊥
出
ボ
舗
羅
霧
欝
藩
　
轟

市
）
の
企
画
行
事
と
し
1
月
◎
短
い
時
間
の
中
で
も
灘
盤

雛
編
舞
鞍
㊥
／
「
心
諜
馨
露
疑
、
「
灘
墜

し
な
　
　
　
半
』
り
越
来
て
く
だ
さ
．
、
と
別
れ
の
際
．
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
万
＋
四
畠
市
内
で
も
路
さ
ん
が
憶
碍
翻
鱒
お
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
名
な
る
器
用
な
人
、
多
く
の
芸
を

持
っ
半
間
正
さ
ん
ご
夫
婦
が
慰
問
に
訪
町

れ
ま
し
た
．
独
特
な
ム
ー
ド
で
の
講
溝
　
／

民
謡
あ
り
、
腹
話
術
あ
り
、
時
間
を
短
か
く

感
じ
る
ほ
ど
多
種
多
芸
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
こ
の
慰
問
を
企
画
し
た
野
上
さ
ん
は
「
感
激
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
必
ず
ま
た

来
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

3＝≡

帽
一
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地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

1
審
査
結
果
1

　
十
月
末
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
し

た
「
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
i
」
（
市

内
本
町
六
丁
目
に
建
設
中
・
五
十
八

年
四
月
オ
ー
プ
ン
予
定
）
の
愛
称
は
、

九
十
一
人
、
百
三
十
三
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
十
二
月
三
日
運
営
委

員
会
に
よ
る
審
査
会
が
開
か
れ
、
つ

ぎ
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
選
は
「
該
当
な
し
」
と

な
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
こ
の
決
定

に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
．

〔
審
査
結
果
〕

　
★
入
選
（
賞
金
三
万
円
）

　
　
　
　
該
当
な
し

　
★
佳
作
（
賞
金
五
千
円
）

　
　
　
「
サ
ン
ト
ピ
ア
」

　
（
中
魚
沼
郡
川
西
町
霜
条
）

　
　
　
　
　
星
名
　
隆
之
さ
ん

『十日町の

φ
㌧
入

なりました』

　
ら

ん
廟

8
鉄
器
や
わ
ん
こ
そ
ぱ
で
有
餐
な
欝

手
県
か
ら
、
こ
の
十
一
月
に
十
日
町

の
人
に
な
っ
た
の
は
、
美
雪
町
三
丁

目
村
山
政
実
さ
ん
（
会
社
員
）
に
嫁

い
で
来
た
真
理
子
さ
ん
（
二
十
五
歳
）

で
す
。

■
二
人
は
、
盛
岡
の
大
学
在
学
中
、

登
山
に
一
緒
に
行
っ
た
こ
と
か
ら
知

り
合
い
　
そ
れ
以
来
、
五
年
間
の
交

際
が
実
を
結
び
、
今
秋
ゴ
ー
ル
イ
ン

し
ま
し
た
。

　
結
婚
前
に
は
、
こ
の
十
日
町
に
、

秋
・
冬
・
春
の
季
節
に
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
と
い
う
真
理
子
さ
ん
。
　
「
冬

と
い
う
季
節
は
嫌
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
や
は
り
春
や
秋
の
印
象
の
方
が

良
力
っ
た
よ
う
で
す
。
」

★
佳
作
（
賞
金
五
千
円
）

　
　
　
「
十
日
町
シ
テ
ィ
　
プ
ラ
ザ
」

　
（
十
日
町
市
新
座
）

　
　
　
　
上
村
　
友
治
さ
ん

※
「
十
日
町
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」
は
、

同
名
の
応
募
が
、
ほ
か
に
一
点
あ
り

臓
「
先
日
、
市
役
所
前
に
あ
る
、
克

雪
都
市
宣
書
“
克
雪
は
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
”
と
書

い
て
あ
る
塔
を
見
ま
し
た
が
、
　
“
克

雪
”
と
い
う
書
葉
を
始
め
て
聞
き
ま

し
た
。
辞
書
に
は
、
こ
の
書
葉
は
な

　
　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
こ
の
十

日
町
は
独
創
的
な
ま
ち
と
い
え
る
の

で
は
…
：

ロ
夫
の
政
実
さ
ん
は
、
早
く
こ
の
十

β
町
の
地
城
牲
に
慣
れ
て
も
ら
い
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
知
っ
て

い
る
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
真
理
子

さ
ん
。
そ
れ
で
も
持
ち
前
の
い
じ
こ

さ
（
粘
り
が
あ
る
こ
と
）
で
、
克
脹

し
て
痩
．
く
も
の
と
応
援
し
た
い
も
の

で
す
。

ま
し
た
が
、
抽
選
に
よ
り
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

※
現
在
、
地
場
産
業
振
興
セ
ン
ダ
ー

事
務
室
で
は
、
愛
称
決
定
と
併
せ
て

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
公
募
を
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
要
項
は
、
後

目
市
報
に
掲
載
し
ま
す
。
）
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昭
和
五
十
六
年
工
業
統
計
調
査
が

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
製
造
業
の
国
勢

調
査
に
あ
た
る
も
の
で
、
国
全
体
の

製
造
業
の
す
が
た
や
そ
の
活
動
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
調
査
結
果

は
国
・
県
の
み
な
ら
ず
、
地
域
に
お

い
て
も
地
場
産
業
の
動
き
、
あ
る
い

は
進
出
企
業
の
動
向
な
ど
を
知
る
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
末

年
始
の
お
忙
し
い
時
期
に
お
手
数
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
調
査
員
が
各
事

業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
か
ら
工
業
統
計

調
査
の
内
容
が
変
更
さ
れ
、
出
機
、

ね
ん
糸
な
ど
の
特
定
業
種
を
除
い
た

一
～
三
人
規
模
の
事
業
所
は
工
業
統

計
調
査
の
対
象
か
ら
外
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
調
査
対
象
か
ら
外
れ
た

事
業
所
に
つ
い
て
は
、
県
で
行
う
新

潟
県
地
場
中
小
工
業
統
計
調
査
に
切

換
わ
っ
て
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
工
業
統
計
調
査
同
様
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
昨
年
か
ら

始
ま
っ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造

統
計
調
査
」
は
、
今
年
も
従
業
者
数

三
十
人
以
上
の
事
業
所
が
調
査
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
業
実
態
基
本
調
査

に
も
協
力
く
だ
さ
い

　
あ
わ
せ
て
五
年
に
一
度
の
調
査
で

あ
る
工
業
実
態
基
本
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
抽
出
調
査
で
、
国
か

ら
指
定
さ
れ
た
事
業
所
が
調
査
の
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
、
市
で
は

百
一
事
業
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
経
営
全
般
に
わ
た
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
統
計
作

成
の
た
め
に
の
み
利
用
さ
れ
、
各
事

業
所
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
羽
根
川
荘
」
の
ご
利
用
を

　
本
年
五
月
、
温
泉
施
設
を
備
え
た

高
齢
者
憩
い
の
場
と
し
て
開
設
し
た

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
十
月
末
現
在
八

千
名
の
方
々
か
ら
ご
利
用
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
（
病

気
の
治
療
や
健
康
の
増
進
を
図
る
機

械
）
は
利
用
者
に
好
評
で
連
日
．
こ
利

用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
利
用
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五

時
ま
で
、

○
入
浴
時
間
　
午
前
十
一
時
～
午
後

四
時
ま
で

o
休
日
　
毎
週
月
曜
日
、
国
民
の
祝

日
の
翌
日
、
十
二
月
二
十
七
日
～
一

月
四
日
ま
で

○
利
用
料
金
　
老
人
（
個
人
）
百
円

団
体
八
十
円
　
そ
の
他
の
個
人
、
団

体
は
二
百
円

　
冬
期
間
も
暖
房
を
完
備
し
て
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

r新潟県史』の予約受付中！！

　　　　　　　　　　　、黛繰

　新潟県がr立県百年」の記念事業として

進めている「新潟県史」は、これまでに6
冊が発刊され、好評を得て県内外で愛読さ

れています。

　引き続いて、57年3月末に5冊が刊行さ
れることになり、現在その予約を受付けて

いますので、この機会に多くの皆さんσ）購

読をお勧めします。

今回刊行巻の内容

　　●資料編3　中世1
　　　　文書編1　　4，850円

　　●資料編15　近代3
　　　　政治編1　　4，850円

　　●資料編17　近代5
　　　　産業経済編1　　4，650円

　　●資料編20　現代1
　　　　政治経済編　　　4，650円

　　●資料編22　民俗・文化財1
　　　　民俗編1　　4，950円

申込先

　県総務部県史編さん室（〒951　新潟市学

校町通1番町　鱈0252－23－5511番内線3025）

申込方法

　はがきに住所、氏名、購入巻名、冊数、

公・私用の別、電話番号等を記入して申し

込んでください。

1
月
の
休
田
救
急
医

…
1
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

ぎ
兀
日
）
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番

…
2
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番

…
3
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

…
1
0
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
　
　
　
奮
5
の
2
0
0
3
番

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

…
1
5
日
　
手
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

一
（
成
人
宣
8
・
2
5
7
6
－
8
の
2
・
3
4
番
…

…
1
7
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
三
）

　
　
　
　
　
8
8
の
2
0
3
9
番
㎜

…
2
4
日
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
唇
7
の
3
0
1
8
番
…

…
31
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

　
　
　
　
　
魯
2
の
3
2
7
6
番
…

　
　
人
権
擁
護
委
員

　
十
二
月
一
日
付
で
、
中
林
秀
一
郎

氏
（
中
町
）
は
、
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
に
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
む
し
歯
の
な
い
よ
い
子

　
十
二
月
分
は
左
記
の
と
お
り
で
す

が
、
十
一
月
分
で
本
町
七
－
二
の
関

口
洋
裕
と
あ
る
の
は
関
田
洋
祐
さ
ん

の
誤
り
で
す
の
で
訂
正
し
ま
す
。

住
　
　
所

氏
　
　
名

保
護
者

妻
有
町
西
2

岩
田
直
之

稔

背
　
　
　
戸

樋
口
麻
矢

巻
二

五
十
七
年
一
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
外
国
人
の
か
た
も
対
象
に

1
児
童
・
児
童
扶
養
・

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
－

　
目
本
国
籍
が
な
く
て
も
、
日
本
に

住
所
が
あ
る
か
た
で
、
生
活
の
本
拠

が
日
本
国
内
に
あ
る
場
合
は
、
日
本

人
と
同
様
に
児
童
手
当
、
児
童
扶
養

手
当
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
が
適

用
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
難
民
条
約
関
係
法
」
の

施
行
に
よ
っ
て
、
手
当
の
支
給
要
件

か
ら
国
籍
の
要
件
が
除
外
さ
れ
た
か

ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
手
当
の
対
象
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
で
す
。

●
児
童
手
当

　
三
人
以
上
の
児
童
を
扶
養
さ
れ
て

い
る
か
た
。

●
児
童
扶
養
手
当

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
そ
の
養
育

者
の
か
た
。

　
①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

　
②
父
が
死
亡
し
た
児
童

　
③
父
が
障
害
者
で
あ
る
児
童

　
④
父
が
生
死
不
明
ま
た
は
拘
禁
、

　
あ
る
い
は
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

．
さ
れ
て
い
る
児
童

　
⑤
未
婚
の
母
の
児
童
等

　
た
だ
し
、
他
の
公
的
年
金
を
も
ら

っ
て
い
る
か
た
は
除
き
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
障
害
を
持
っ
た
児
童
を
養

育
さ
れ
て
い
る
か
た
．
　
（
障
害
の
程

度
に
よ
り
、
一
級
と
二
級
に
分
か
れ

て
い
ま
す
）

　
こ
れ
ら
の
手
当
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
か
た
は
、
昭
和
五
十
七
年
一

月
中
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
市
・
市
民
生
活
課
年
金

係
（
8
七
ー
三
二
一
番
内
線
二
一

八
）
ま
た
は
社
会
福
祉
事
務
所
（
内

線
二
一
四
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

事
業
名

期
　
日

受
付
時
問

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
城

3
歳
児
検
診

1
月
2
0
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
i

53

年
7
月

生
れ
の
児

城全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

1
月
22
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

茄
年
7
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

1
月
27
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

56
年
9
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

1
月
2
5
日

　
（
月
V

午
後
1
時

～
3
時

56
年
1
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
鉦
欝
鶉
㌍
鴇
朗
齢
鶉
傭
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・


